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ドイツ中世期の宗教詩と
ミンネザングの諾形態
植　田　　重　雄
序
　南ヨーロッバに広まったキリスト教は，英国に布教され，さらに中部ヨーロ
ッバに伝遣された。古代ゲルマソの原始宗教はキリスト教によって消滅するか，
またはキリスト教的意味に変様された形をとって吸収された。今日広く知られ
ているように，12月25日のキリスト降誕祭一クリスマスは，もとは古代ゲルマ
ソの冬至の祭とキリストの誕生とが習合したものである。椛の木を森から切り
出して祭壇に飾るのも，神が降臨する神聖な常緑の樹木と考えられていたから
である。それゆえ雪を知らず黄色に草が枯れた南ヨーロッバで，春待望の祭と
して救世主の誕生日を祝うとき，アルプス以北ではまだ深雪に埋もれてこれを
行うのである。クリスマスのサソタクロウスのイメージも北アメリカやカナダ
の習俗が濃厚で，ヨーロッパではこれに代る聖者は聖マルチソであろう。聖マ
ルチソは，東ローマ帝国コンスタソティヌス皇帝とユリアノス皇帝に仕えた騎
士であったが，キリスト教に帰依し，やがてツールの僧正になったと伝える。
むろん，伝承によるものであるが，この聖者は子傑たちにさまざまのものを恵
み，貧しい人々にパソを施した。そういう伝謝こもとづいてヨーロッパ各地に
は聖マルチンの騎士像が建てられており，毎年11月11日には，このマルチンの
お祭が催される。驚鳥をこの日は焼いて食べる。マルチン祭の行列は楽隊を先
頭にして，紙提燈をふって歌いながら子供が街を練って歩く。この日は犬人た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　533
　80
ちは子供たちにマルチソのようにお菓子や果物などを恵またげれぼたらない。
このように，寒冷，温暖の地域の相異により，宗教の表現もそれぞれ民族の歴
史，時代の変化によってかわってゆくのである。
　キリスト教はヨーロッパ人の宗教的思惟を変えただけでなく，生活の中の文
化様式に新しいものを伝搬した。医学薬学，建築術，農耕技術，牧畜法など，
ゲルマソ民族がそれぞれ各地に定着するとともに深く根をおろした。いわゆる
騎士が活躍し，サラセンの侵冠を防ぐ立役老であった。ヨーロッパの封建制の
中核をたすものは，騎士であり，それを内部から支えるものは，キリスト教的
信仰と文化であった。換言すれば，ヨーロッバの王朝文化はその大部分が南ヨ
ーロッパを窓口にして，北へと進んでゆく。あるいは北から南下したものが，
南の先進文化を摂敢して定住したといってもよい。
　文学や宗教もまたしかり。はじめは南欧の詩風が愛され，ラテン語で宗教的
讃歌が歌われていた。のちに分裂するヨーロッバ諸民族語の中には言語形成期
に多数のラテン語が摂取されたからである。既に前回「聖母伝承と宗教芸術」
と題して一文を稿したことがある（早稲田商学第205号，昭和43年12月）。これ
はもっぱら聖母伝承と造型に関するものであった。今回はヨーロヅパ中世に独
特の発展を遂げた拝情詩，とくにミンネザソグと宗教詩の問の相互関係，発展
変化の過程を考察するのが目的である。ただこの場合も，聖母信仰を基礎にし
て考えなげれぼならない問題が多すぎることから，いきおい，論証の点も，聖
母信仰とか，愛の問題に焦点を向けることになろう。スタバート　マテール
（Stabat　Mater）ではつぎのような聖母への祈りがある。
Gib，o　Mutter，Que11der　Liebe
DaB　ich　mich　mit　dir　betriibe，
DaB　ich地h1’die　Schmerzen　dein，
DaB　mein　Herz　von　Lieb’entbrenne，
DaB　ich　mur　noch　Jusus　kenne，
DaB　ich1iebe　ihn　allein．
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おお聖母よ，
なんぢとともに悲しみ，
なんぢの苦しみを感じ，
心は愛に燃え，
ただイエスのみを知り，
ただイエスのみを愛する
愛の泉を与え給え。
またつぎのようにも歌う。
　Heilige　Mutter！DrOck　die　W㎜den，
　Die　dein　Sohn的r　mich　empfu口den，
　Tie｛h　mei皿e　See】e　ei皿！
聖母よ！
わがためになんぢの子が受げし傷を，
わが魂に深く烙きつけ給え！
またつぎのような祈りもある。
　LaB　mich　Christi　Tod1md　Leiden，
　Marter，Angst　und　bittres　Scheiden
　F廿hlen　wie　dein　Mutterherz！
われをしてキリストの死と苦悩，
殉教と不安そして劇しい別離を
なんぢの母の心と同じように
感じさせ給え！
　これらは中世期のものではなく近代に属する詩と祈りであ飢しかし，その
精神は中世と少しも異なるものではない。聖母信仰はキリスト信仰との一体不
離をずっと主張しつづげてきた。そこにはゲルマソ独特の宗教情緒の表現があ
った。これが分立して，キリスト教がキリスト信仰だけになるのは，マルティ
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ン　ルッター以後であ㍍それも多数分立したために，信仰生活のヴァラエテ
ィを乏しくさせたことは否定できない。プロテスタソティズムが，宗教の純粋
性を求むるのあまり分裂に分裂を重ねているのに比べ，カトリシズムは多くの
宗教内容をもつものを包摂したために，歴史的に結合形態をとるものが少なく
ない。ここでとくに主題とする事柄は，中世のミンネと神秘主義との相関関係
である。
（一）初期宗教詩
　ドイツにおげる最も古いものの一つといわれているマリア讃歌は，12世紀前
半に登場する。一・般に「メルカーのマリアの歌」①as　Melker　Marienlied）と
呼ばれている。この時代にはいると，とくにゲルマ：■のキリスト教界内におい
てマリアの位置づけも確定し，多くのマリアの讃歌や教えがゆきわたっていた
と推定される。
　　Mersterne，morgenr6t，
　　anger　ungebracb6t，
　　dar　ane　st会t　ein　bluome，
　　diu　liuhtet　als6　sc6ne：
　　≡≡i　ist　under　deIl　anderen
　　s6　1iliu1＝口undern　darnen，
　　　Sancta　Maria、
D69ebaヨre　d倉daz　gotes　chint，
der　unsih　a1le　ir16ste　sint
mit　s…nem　heiligen　bluote
マ0n　derεWigen　nOete：
des　sco1er　iemmer　gelobet　sin．
vile　wo！e　gniezze　wir　din，
　Sancta　Maria．
　DO　bist　ein　bes1ozzeniu　borte，
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entaniu　deme　gotes　worte，
d台waba　triefendiu，
pigmenten　s6vo11iu，
d台bist盆ne　gauen．
．glich　der　turtilt台ben，
　　Sancta　Maria．
＝Brunne　besigelter，
＝9arte　beslozzener，
darinne　iiuzzit　balsamum，
der　w寵zzit　s6cinamo㎜um，
畑倉bist　sam　der　cεderboum，
den　da冊uhet　der　wurm，
　　Sancta　Maria．
Cedrus　in　Libano，
1＝0sa　in　Jericho，
d自irWe1t㎜irre，
di　der　w記zzest　als6verre，
di　bist　iiber　engil　a1．
d含besuontest　den　Even　val，
　　Sancta　Maria．
］≡：va　br会ht　uns　zwiscen　t6t：
der　eine　ie　noch　richsen6t，
d自bist　daz　ander　wib，
diu　uns　br盆hte　den　lib．
der　tiufe1geriet　daz　mort：
GabrieI　chunte　dir　daz　gotes　wort，
　　Sancta　Maria．
Chint　gebaヨre　dOロユaged至n，
aller　werlte　edilin．
砒bist　glich　deme　sunnen，
von　nazareth　irrunnen，
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　1…［ieruSa－em　gIOria，
　Israhel1配ticia，
　　Sancta　Maria．
　ChOnigime　des　himeles，
　porte　des　paradyses，
　d台irweltez　gotes　h食s，
　sacrarium　sancti　spiritus，
　d色wis　uns　allen　wegente
　ze　jungiste　an　dem　ente，
　　Sancta　Maria．
海の星，曙の紅，
掘り返すことなき畑，
そこに花ば咲き，
美Lく輝やげり，
たんぢ他の者の間にあるときは，
茨の中の百合のごとし，
　聖マリアよぺ……………
なんぢマリアは神の子を生み，
神の子の聖き血によりて
永遠の苦しみをのがれ
われらすぺて救われぬ，
神の子はつねに讃美されよ，
なんちよくぞわれらのために来れり，
　聖マリアよ。
なんぢは封ぜられし泉，閉ざされし庭，
バルサムはそこにあふれ，
キナモニウムのごとくかおり，
香柏の木のごとく香Lく，
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悪しき虫も近づくあたわず，
　聖マリアよ。
なんちはレバノソの香柏，
エリコーの蕃薇，
精良の没薬，
。はるかにもかおりを放ち，
すべての天使にまさる。
なんぢはエヴァの堕落を蹟えり，
　聖マリアよ。
エヴァはわれらに二つの死をもたらしぬ，
一っは今もなお支配せり，
マリアよなんぢはわれらに生命をもたらす
新しき女性なり。
サタンはわれらを死に誘う，
ガブリエルはなんぢに神のみ言葉を告知せり。
　聖マリアよ。
なんぢは処女として独り子を生みぬ鉋
この世界のいと気高き者，
なんちはナザレより昇る太陽，
エルサレムの栄光，
イスラエルのレティキア，
　聖マリアよ。
天の女王，
楽園の門，
なんぢは神の家をえらぶ，
聖なるものの中のいと聖なる霊，
なんぢはわれらすべてに
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いと慈悲深し
　聖マリアよ。
　この詩句で用いられている讃美の比楡は，ソロモソの雅歌にr閉ざされし
庭」「レバノンの香柏」その他無数ある。この詩は合口昌隊によって交互に歌わ
れたらしい。マリアがエヴァと対比されるように，キリストはアダムと比較さ
れる。これはキリスト教の根本観念であるといってよい。
　つぎはrムリのマリア類歌」（Mariensequen・aus　Muri）である。12世紀後半
のアールガウ（Aargau），ムリの修道院で発見されたものである。ラテン風の
頼歌形式を模していることは明らかで，とくに最初のAve，vi11ieht血maris
stelIaは，有名なラテソ語のAve　praeclara　maris　stellaにもとづいているo
Ave，vi11iehtせmaris　ste11a，
ein　lieht　der　cristinheit，Maria，
alri　magede　lucema．
Fmuwe　dich，9otes　cella，
bis1ozzin直por［a，
d6砒d㎝gibおre，
der　dich　und　al　die　we1t　giscuof，
I1台sich，wie　reine　ein　vaz　d自magit，
d6wおre．
Sende　in皿言ne　sinne，
des　himi1is　chmiginne，
1πare　rede　suoze，
daz　ich　den　vatir　und　den　sun
und　den　vi1雌rin　geist　lobin　muoze．
　Iemir　magit　an　ende，
　m佃otir　ane　missewende，
　fmuwe，d台h会st　virsuonit　daz　eva．
　zirst6rte，
　dilユgot　ubirh6r［e．
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Hilfmir，frouwe雌re，
tr6st　uns　arnlin　dur　dieεre，
daz　din　got　vor　aHen　wibin　zi　muotir　gid盆hte，
als　dir　gabrie1br直hte．
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Dinir　bete　mach　dich　d貴n　lieber　sun
niemir　VerZi11in：
Bite　in　des，daz　er　mir　w会re　rOwe
lnuOze　virlihin．
Unde　daz　er　dur　den　gri㎜㎜en　t6t，
den　er　leit　dur　die　mennischeit，
sehe　an　menniscliche　n6t，
Unde　daz　er　dur　die　namin　dri，
siner　cristen1至chir　hantg三tat
gnaヨd至ch　in　den　su血din　si．
Hilf　mir，frouwe，s6diw　sεle　von　mir
scheide，
s6curlユir　ze　tr6ste：
wan　ich　giloube，daz　d自ist
muotir　und　magit　beide．
讃えよ，なんぢ輝く金星，
マリアよ，なんぢはキリスト者の光，
すべての処女のルセルナ。
喜べ，神のセラ．
閉されしFヨ，
そこにて恋んぢが生れ
なんぢをつくり全世界をつくりしもの，
さて見よ，なんぢ処女
きよき器たりしなれ，
天の女三Eよ，
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真にうるわしき言葉を
わが心に送．り給え，
父と子，いと高き聖霊を讃うべ㍍
つねに隈りなき処女，
汚れなき母，
神に聴き従わずLて
エヴァが犯せし罪をぽ
マリアよ，なんぢは蹟い給えり百
聖なる女性，われを助け給え，
哀れなるわれらを慰めよ，なんぢの栄光のために
天使ガブリユルが告知せるごとく，
神はなんぢをすべての女性の中より
神の子の母としてえらびぬ。
聖母の願いはその愛する神の子に，
かならず聴きとどげられむ，
イエスがわれに真の平和を与え給わむことを。
彼はその悲惨な死によりて
人間たることを悩み
人間の苦しみを見たり。
かくてイエスが三つの名によりて，
キリストを信ずる老たとえ罪にありても，
恵みを与え給わむことを願う。
プリアよ，助げ給え，
魂がわれよりはなるるとき，
力を与え給え，
なんちは母にLて処女なることを
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われ信ずれぽなり。
　　　　聖トルードペルターの雅歌
　　つぎに掲げる歌はドイツのミスティックの最古の書，シュヴァルツヴァルト
の聖トルードベルト修道院から発見された12世紀の頃の雅歌の註解に書かれて
ある歌で，韻を踏んだ散文体である。
　　St．Trodperter　Hohenlied
L台te　dich，heiteru　stimme，daz　dich　die，
ummuOZigen　fememen．
ganc　her　vur，suozer　t6n，daz　die　uirnenlenten
dich　lobin．
hebe　dich，wunnecliker　clanc，daz　dせ，
gesuεgest　den　kradem　der　uns会1igen　we1te．
nδhebeth　ivch，hei1igen　n6then　der
wunnecliken　masicε．
hebe　dich　ane，heiligir　iubi1des　wunnec1iken　br砒sanges．
ku㎜genuhtsamer　tropfe　desεwigin　towwes，
daz　d台ge他test　daz　turre　gelende　mines
innern　n1enniskin．
ganc　durc　den　sin　des　unge116renten　t6rn．
kum　durch　den　munt　des　u口sprekintin
Stu㎜min．
kum　durch　den　nebi1des　uinstern　e11endis，
daz　din　lop　si　von　dannan，
daz　da2unferwaエte　sa皿c　gεd1∬ch　den
uerwarthen　munth．
daz　ich　lop　sage　deme　h6histin　brOtegomin
unde　der　heiligisten　br自te．
きよらかなれ，明るき声よ，
不安におののく老に聞かせよ，
秦でいでよ，甘きしらべよ，
聴く者は讃美せん。
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輝やかしき響きを高鳴せ，
沈黙は汚れし世の騒がしさを取り去れ，
輝やかしき音楽の聖なるしらべを
なんちら高鳴らせ，
かがやかしき花嫁の歌の
聖なるよろこびをひびきわたらせよ，
永遠の露のおびただしき滴よしたたれ，
なんぢはわが内なる人間の
乾きたる地を潤おせ，
思慮なき愚か者の心をとおり
言葉なき沈黙の口をとおり来れ，
暗きみじめなる霧をとおりゆき，
なんぢの讃美となれ，
閉されし歌は閉されし口をとおりて，
われはいと高き花むこと花嫁に
讃美をささげむ。
　ちなみにこのトルドペルターの修道院は南シュヴァルツヴァルト地方，フラ
イブルクとバーゼルの中間のミュ：■スタータール（MOnsterta1）に沿って存在
するベネディクト派の修道院で7世紀の初頭アイルラソドの修道僧聖トルドペ
ルターがこの地に来り禁欲の修行に励み，のちに殉教した（643年頃と伝える）。
中世創建の玉ねぎ型の塔ものこり，この詩のような資料以外に，ヂオルギョリ
ーの壁画ものこっている。
（二）初期拝情詩
　13世紀にはいると，宗教詩だげではなく，一般の人間の感情を歌う拝情詩が
生れてくる。つぎの作品はベネディクト派の僧侶によって集成されたものの一
つで，作者は無名である。
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F1oret　si1va　nobilis，
iori工msetfoIiis，
ubi　est　antiquus，
meuS　amiCuS～
hinc　equitavit！
eia！quis　me　amabit？
　F王oret　silva　undique，
　n含h　nime　geseIlen　ist　mir　wε！
Gronet　der　walt　a11entha1ben，
w会ist　mh　geseue　a工s61鋤ge＝～
der　ist　geriten　hinnen．
ow三！wer　so1蛆ich　minnen？
明るくも森は花と葉にみつ，
幼き日の友よ，いずこにいますや，
彼は森より馬を駆げりゆげり！
ああ，われを愛する老は誰か，
　森のいたるところ花咲けり，
　　幼き日の友を想ひ心痛めり。
　森は到るところ緑，
わが友はかくも長くいずこにいますや，
彼は森より馬を駆げりゆけり，
　ああ，われにミソネ（愛）をもつば誰なりや。
　部分的にラテン詩がのこっているのは，元来この詩がラテ1■詩のドイツ訳で
あったらしいことを推定させる。むろん，そうであっても，ローマや南欧より
招来したものではなく，ドイツ人の中でラテン語に堪能なものがいて、作った
ものと考えるべきで，気分は全くドイツ的である。
　　Ich　wil　tr含ren　varen1盆n．
　　Of　die　hejde　sul　wir　gan，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　545
92
vil　liebe　gespilen　min！
da　seh　wir　der　bluo㎜en　sch…n，
　Ich　sage　dir，ich　sage　dir，
　min　geselle，chum　mit　mir！
Suoziu　minne，reiniu　min，
n1ache　Inir　ein　chrenzelin！
daz　soI　tragen　ein　stolzer　man，
der　wol　wiben　dienen　chan！
　Ich　sage　dir，ich　sage　dir，
　m宜n　geselle，chum　mit　mir・
悲しみを残Lて，
われは荒地にゆかむ，
わが愛する幼な友だちよ！
そこにわれらは輝く花を見む。
　われなんぢにいわむ，なんぢにいわむ，
　わカミ友よ，われとともに来れ。
甘美なる愛。清きミンネ，
われによき花輸をつくりませ，
そは女性に仕えるぺきを心得L，
誇り高き男が携うべきものなれぱ，
　われはなんちにいわむ，なんぢにいわむ，
　わが友よ，われとともに来れ！
　この詩は前に掲げた詩と関係がありそうに見えるが，独立したものである。
同じく作老不明である。歌っているのは前詩と同じように幼ななじみの男性へ
の思慕が荒野への誘いとなる心理過程をも示す。素朴で中世の明るい気分がよ
くでている。前詩と同じように，一般の詩の中でミソネ（Mime愛）がどのよ
うに用いられているかという問題については，いくつかの詩の具体例を検討し
たのちに，あとでまとめて論ずることにする。
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D台bist　min，ich　bin　din：
des　solt　dせgewis　sin．
d台bist　beslozzen．
in　n一三ne血ユ　herzen：
ver1orn　ist　daz　slOzzelin：
da　muost　immer　drime　sin．
なんちはわがもの，われはなんぢのもの，
このことをなんぢは知るべきなり。
なんぢはわが心の中に，
閉されたり，
鍵は失われたり，
なんぢはつ棚ここの中にあるべし。
　この詩も前の詩と同じように無名詩である。一説によれぱ，ある修道僧が修
遣女にひそかに寄せた歌であるという。そうであれば，一般世俗の拝清詩とい
うことになる。いろいろの憶説を生み，興味をいだかせる内容をこの詩はもっ
てい私12性紀，テーゲルソ湖地方のある少女（修道女）のラテソ語でかかれ
た愛の手紙の最後にこのような詩が添えられていた。
　つぎもr無名詩」の断篇として（Carmina　Bu・an・）残ったもので，この詩中
で女王（Ch0negin）と呼ばれているのは，12世紀頃のトルバドウルの保護者で
あったエレオノーレ　ポワチュウ（Eleonore　V．Pcitou，1122＿1204）ではないか
といわれている。
W鴉r　diu　werlt　a1liu　min，
von　dew　mere　unz　an　den　Rin，
des　wolt　ich　mich　darben，
daz　diu　k口negin　non　Enge11ant，
　1配ge　an　m…ne㎜arme．
Tougen　miIme，diu　ist　guot，
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　si　kan　geben　h6hen　muot．
　der　so1man　sich　v1…zen．
　swer　mit　triwen　der　niht　phliget，
　　dem　so1man　daz　verwizen．
海からライソに至るまで，
たとえ世界がわカミものならむとも，
もし英国の女王が身を委ねなぱ，
それらをすぺてを捨てて省みざらむ。
ひそかなるミソネはよきもの，
高き勇気を与え
ミソネのために心をつくさむ。
もしこれに心を砕かずんぱ，
いたく恥かしめられむo
　この詩に至って，ミソネの讃美と，このミンネに捧げる行為の美しさを歌う。
中世王朝の騎士道においてこのような気風が重んぜられ，ついにはヨーロッパ
全土にその規範となって拡がるのである。つぎの詩は，キューレソベルクの人
（Der　von　K㍍enberg）と呼ぼれる作である。
Aller　wibe　wOnne　diu　gεt　mch　meget…n．
als　ich　an　si　geseI1de　den　lieben　boten　min，
j6wurbe　ichz　geme　selbe，w鴉r　ez
ir　schade　niet．
in　WeiZ　W三eZ　ir　geVaue：mir　Wart
nie　wip　aIso　liep．
すべての女性の中にいと美しき老あり。
いまだうら若き乙女，
われは愛の使老を送りしとき，
われは自ら求愛せり，
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そは心を傷つくることなし，
そは乙女にいかに適いしや
知らざれど
かく愛しきひととはなりぬ。
　この詩の作者rキューレンベルグの人」はあまり明らかでない，12世紀後半，
オーストリアの貴族ともいわれる。初期の騎士時代の拝情詩を代表してい孔
Der　tunke1e　steme　sam　der　birget　sich，
als　tuo　du，frouwe　sch㏄ne，s6du　sehest　mich：
s61会du　diniu　ougen　gεn　an　einen　andem　man．
son　weiz　doch　lむtzel　ieman　wiez　undr　uns，
　ZWein　iSt　getan．
暗き星のかくるるごとく，
なんぢがわれを見つむるとき，
うつくしきひとよ，なんぢの眼を
他の人に向げよ，
されぱわれらの間を
何人も知ることなし。
　宮廷的な表現で，その内容は万葉集の額田王r茜草指　武良前野逝　標野行
野守者不見哉　君之袖布流」に類似しているといえよう。
　つぎの作品はマイソ1コーホフォソゼフェリンゲソ（HerMein1oh平㎝Seve－
li・gen）である。この詩人によって宮廷詩の奥型と呼ばれるような作品が生れ
る。マインローホはドナウ河畔のウルムの近くにある。
　U皿冊！9童11g1iOhe　Mi皿皿e
Ich　bin　h6It　einer　frouwen＝ich　weiz　vil
w61色mbe　waz．
sit　ich　ir　begunde　dienen，
si　geviel　mir　ie　baz　und　ie　baz。
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ie　lieber　und　ie　liebel＝s6ist　si　za11en　z宣ten　mir．
ie　schoener1md　ie　schoener：vi1wo1gevallet　si　mir．
si　ist　sai1ic　zallenεren，der　besten　tugende　pfliger　ir　lip．
sturbe　ich　nach　ir　minne，
und　wurde　ich　danne　lebende，
　s6w1』rbe　ich自ber　umb　daz　wip．
われはひとりの女性を愛し，
そのいわれをよく知れり，
長くもわれ仕え
時をこえて，心に適うべく
たえずただ愛し，
つ棚こ彼女はわがもとにあり，
たえず美Lく，ただ美しく
彼女の飾りはわが幸い，
彼女こそあらゆる栄光をうくべき存在，
最高の徳，
われはミンネに死ぬとも，
よみがえらぱ，
再び新たに愛を求めむ。
　このようなミソネの不変不減を想う劇しい詩は，つぎの場合も同じように騎
士によって歌われた。
　Mi皿皿eklage皿
”Waz　ist施r　daz　tr台ren　guot，
daz　wip　n乞ch　Iieben　mame　hat？
geme　daz　min　herze　erkannde，
wan　ez　s6betwungen　st盆ht．“
a！s6redete　ein　frowue　schoene．
”an　ein　ende　ich　des　wol　koeme，
w乏n　diu　h1＝iotさ．
550
97
Selten　Sin　VergeZZen　Wirt　in　mine㎜mWOte．“
”Genuoge　jehent　daz　gr6ziu　staete
si　der　besten缶ouwen　tr6st．“
”des　enmag　ich　niht　gelouben，
Sit　min　llerZe　iSt　uner16St．“
als6redeten　zwei　geliebe，d6si　von
ein　ander　schieden：6wεminne！
der　din盆ne　m6hte　sin，daz　w記ren　sinne．
”S6al　diu　wer1t　ruowe　h盆t，s6mag　ich　eine　ents1射en　niet－
daz　kumt　von　einer　fr01ユwen　schoene，
der　ich　gerne　waere　1iep．
an　der　al　min　frδude　st会t，
wie　sol　des　iemer　werden　r盆t～
joch　waene　ich　sterben．
WeS1ie　Si　gOt　mir　armen　maI1
ze　k盆1e　werden？“
r男のために心痛める女性の
痛みを癒すものは何ぞ，
わが心はそれを知らむとす，
憧慣がかくも心を呪縛したれぱなり」
かくは嘆きて美Lきひとは語りぬ。
「その見つめるまなざLがわれに
苦悩をたかめ，
心に忘れカミたくす」と。
「多くの人々はいえり，大いなる誠実は
気高き女性の慰めなりと」
rわれはそを信じがたくなりたり，
何となれぱわが魂は押しひLがれたれぱ」
おお　かなLき愛よ！
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愛する考らはかたみに別るる時，
かくは語りき。
愛より自由なる者こそ賢げれ
すべての人は安らぎをもてど，
われひとり眠りを見出さざりき。
そはわが慕う美しきひとに
よりて生ぜるなり。
すべてわカミ喜びは彼女にあり，
いかにして救わるぺきや，
われには死のみあり，
なにゆえに神は哀れなるわれに
彼女によりて苦しみを與え給うや。
　すでにこの詩人はミンネがいたずらに楽しいもの，甘美たものであることを
歌わずに苦しみを与えるもの，むしろミンネなき状態を望んでい私このミソ
ネにおげる忍耐の問題はあとになって宗教的意義をもつようになる。
Ez　dunket　mich　wo1帥sent　j虹
daz　ich　an　liebes　arme　lac．
sunder盆ne　mine　schulde
fremedet　er　mich　manigen　tac．
sit　ich　bIuomen　niht　ensah
皿och　h6rte　kleiner　vogele　sanc，
s…t　was　mir　min　frδ口de　kurz
und　ouch　der　jamer　a1zelanc．
愛する者の腕にありしとき，
われは千年の楽しき時の如くおもひき・
されどわが誤ちならねども，
彼は日々にわれより遠去かる，
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われはもはや咲く花も見ず，
鳥の声もきかず，
わが喜びは短かく，
嘆きを増すのみとなりぬ。
　この詩は女性の嘆きを詠んだもので，ディトマールフォソアイスト（Diet－
ma「v0・Eist）の作品は，短歌のように詩句短かく，深く捉えるようなものが
多い。つぎの作品は「朝の別れ」といい，中世歌謡に多いTage1ied（きぬぎ
ぬの歌）である。
”S1含fest　du，friedel　ziere？
man　weckt　uns　Ieider　schiere：
ein　voge11in　s6wol　get含n
daz　ist　der　Iinden　an　daz　zwi　geg会n“
”ICh　WaS　Vi1Sa皿fte　entS1鉦en：
n1ユriiefestu　kint　w盆fen．
liep含ne1eit　mac　niht　gesεn．
swaz　du　gebiutst，daz　leiste　ich，
缶iundin　min．“
Diu　frowwe　begimde　weinen．
，，du　ritst　und1ast　mich　eine－
wenne　wi1t　du　wider　her刎o　mir～
ow合du　fOerst　m書n　frδide　sament　dir　l“
「よく眠りしや愛する老よ，夜は明げ，
ほどなく人らはわれらを起しに来らむ，
　　　，ソデソ窓べの菩提樹の枝に来りて
歌う小鳥の声を聴き給え」
rわれは決く眠りぬ，
今なんちわれを呼び給う，
愛する者よ，悩みなき愛はあり得ざれぱ・
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なんちがいうごとくせむ」
かくて女性はすすり泣き，
「君は馬に駆げりて去り，われひとり残らむ。
再び来り給うはいつの目や，
ああかなしきか抵，おが幸いも
君とともに遠く消え去りぬ」と。
　この詩の第1節は，「口惜しくもまもなく小鳥がわれらを呼び醒さむ」とも
訳し得る。このような題材の詩はのちの詩人たちも競って作っており，実生活
に則したものであることはいう童でもない。
（三）宮廷のミンネ
　つぎの歌は，皇帝ハイソリッヒ（Kaiser　Heinτich）の「ミソネと王冠」（Mime
㎜d　Kme）と題するものである。この皇帝は厳密にはハイソリッヒ4世（1165
－1197）である。宮廷にミソネを壮んならしめるため，南欧風の詩歌を導入し
た。この皇帝詩人のあとにはハウゼソやホルソハイムなどがつづいて登場する。
宮廷においては英雄詩がミソネとならんで愛謂された。
Ich　grむeze］〕ユit　gesange　die　s廿ezen
die　ich　vermiden　niht　wiI口och　enmac．
deich　si　rehte平on　munde　mohte　grOezen，
ach　1eides，des　ist正nanic　tac．
swer　disiu　liet　nu　singe　T0r　ir
der　ich　gar　unsenfteclichen　enbir，
ez　si　wip　oder㎜an，der　habe　si
　gegrOeZet　VOn　mir・
Mir　sint　diu　r…che　lユnd　diu　lant　undert会n
swenn　iclユbi　der　nユinneclichen　bin；
1』nde　swenne　ab　ich　gescheide　von　dan，
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sost　mir　al　min　gewa！t　und　min　richtuom　d含hin；
senden　kumber　den　zele　ich　mir　danne
　　ze　habe：
sus　kan　idh　an　vrδuden白f　stigen　j6chabe，
τmde　bringe　den　wechse1，als　ich　v肥n，durch
　　ir　liebe　ze　grabe．
Sit　deich　si　s6herzeclichen　minne
unde　si会ne　wenken　alzit　trage
1〕eid　in　dem　herzen　und　ouch　in　sime，
underwilent　mit　vi1maniger　klage，
waz　g…t　mir　dar　umbe　diu　liebe　ze16ne？
d盆biutet　si　mirz　s6wal　und　s6sch6ne：
ξich　mich　ir　verzige，ich　verzige　michεder　kr6ne．
二Er　sOndet　sich　swer　des　niht　geloubet，
ich　m6hte　ge1eben　mangen　lieben　tac，
く〕b　joch　niemer　kr6ne　kaeme
　　むf　min　houbet；
des　ich　mich　an　si　niht　vermezzen　enmac．
ver胴re　ich　si，waz　hette　ich　danne？
d全tδhte　ich　ze　vrδuden　noch　wibe　noch　marme
unde　waere　min　bester　tr6st　beidiu　zahte　und　ze　bame．
われはなお避げがたき甘美なるものに
歌をもて挨拶す，
おれ自らの口もて彼らに挨拶せずしてより，
多くの月日は遇しぬ，
今この歌を彼らの前にて歌う老は
■巳・かなしみてわれ無くて済せし
女性たれ，男性たれ
今われより挨拶をうけらるべし，
国も富もわがもとにあり，
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もし愛する老たちのもとにわれ在りしなぱ，
われは彼らと男oれなぱ，
わが力わが富は彼方に失せむ，
われはわがもてるものを
憧れの嘆きとなさむ，
かくてわれは喜びの起伏を
墓に至るまでその愛により
味わわむ。
われは心より愛し
ためらいなくつねに心の中にて
想いいたり。
たとえ悲しみのあらむとも，
それに代りて何の
愛の報いを与うべき，
愛する者はわが心に
愛らしく住みやどる，
われは愛する老をあきらむる前に，
王冠こそあきらむべし。
たとえ王冠を頭に戴かずとも
わが知りたる美しき日々を信ぜざる着は，
罪を犯せし考というべきなり。
彼女なくぽたれかそのことを為し得むや。
愛を失わぱ，われに何か残らむ，
さらぱ，男性も女性も喜びとはならず，
わが最善の慰めはただ追放破門にあ㌦
　この詩ぱ皇帝の位に賭けたミソネの劇しさを歌い，宮廷ミンネの初期を飾る
意味をもっている。つぎはrミソネの苦しみ」（Mi㎜enot）と題せられるもの
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で，フリードリッヒフォソハウゼソ（Herr　Friedrich　T0n　Hausen）の作であ
る。ハウゼソはマインツ，ウォルムスにいたが，1171年以後，イタリヤにうつ
った。7リードリッヒバルバロサ，若きハイソリッヒ6世などのミソネゼソ
ガーの後継著がいた。ハウゼソは1190年十字軍の遠征に加わり進軍中，小アジ
アのフィロメリウム（Philome1ium）で病残したと伝えられる。彼の詩は今まで
のものより，ミソネを一層内面化し，その内面の気分を捉えて歌っている。
W鉦㎝含，wie　hat　mich　mime　ge蛤zen！
diu　mich1〕etwanc　daz　ich　lie　min　gem世ete
an　solhen　wan　der　mich　wo1mac　verw盆zen，
ez　ensi　daz　ich　m也eze　geniezen　ir　g亡ete，
von　der　ich　bin　als6dicke　ane　sin．
mich　d含hte　lin　gewin，und　wo1te　diu　quote
wizzen　die　n6t　diu　mir　wont　in　mim　muote．
W鉦en，waz　habe　ich　get会n　s6z㎜εren
daz　mir　diu　guote　nillt　gmozes　engunde？
sus　kan　si　mir　wol　daz　heze　verkεren，
deich　in　der　werlt　bezzer　w量p　iender　funde，
sellt　dεst　m至n　wan．da揃r　s6wil　ichs　han，
und　dienen　nochdan　mit　triuwen　der　guoten，
diu　micer　d盆bliuwet　vi1s合re会ne　moten．
Was　mac　daz　sin　daz　diu　werlt　heizet　mime，
unde　ez　mir　tuot　als6wεzaller　stunde
unde　ez　mir　nimt　als6vil　miner　sinne？
in　wande　niht　daz　ez　iemen　erfunde．
getorste　ich　es　jεn　daz　ichz　hεte　gesεn
des　mir　ist　geschεn　also　vil　herze誰re，
　　s6woIte　ich　gelouben　dar　an　jemer　mεre．
Minne，got　mOeze　mich　an　dir　gerechen！
wie　vil　du血im　hezen　der　fr6iden　erwendest！
und　m6hte　ich　dir　din　kmmbez　ouge　az　gestechen，
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　des　het　ich　reht，wan　du　viI　lOtzel　endest
　an　mir　salhe　n6t　s6mir　dir　din1ip　ge16bt．
　und　waerest　du　t6t，s6dthte　ich　mich　riche．
　sus　muoz　ich　von　dir　leben　betwungenliche．
ああ　ミンネがどのようにしてわれを
あざむきしか，
おそらくは破滅させむ狂気に
わが心を委ねたり，
曾つてはなお彼らの狂気に向わず，
その善意によりてわが心全かりき，
愛する者がわが勇気の中にひそむ
苦Lみを知らむとす
かかることさえわれは喜びとせむ。
世界はミソネなりという，
ミソネはつねにわれに悲しみをもたらし，
Lぱしぱ心を奪い去る，
そは何人かによりて生ぜLかば
われいうあたわず，
それによりて多くの心の苦しみが生ずるを
見たり，といわぱ，
われはそれを信ぜむとおもう，
ミソネよ，神がミソネによりわれに復讐せよ，
なんぢばいかに多くの喜びを
おが心より奪い去りしカ㍉
もしなんちの嫉ましき眼を突き刺し得なぱ，
そは決心のことならむ，
なんちがもたらせし苦しみは果Lなけれぱなり，
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なんぢ死に給わぱ，むしろ幸いなり。
されどかくせぱ，なんぢの強き力のもとに
われは生きざるべからず。
　つぎの詩は原詩はこの二倍もあるが，主要部分のみを取り上げることにした。
前掲の詩と内容的につながりのあるようにも感ぜられる。ミソネのために神か
ら離れていった反省の出ている特異な作品である。
Einer　frouwen　was　ich　undert含n，
diu会ne16n　min　d…enest　nam．
von　der　enspriche　ich　niht　wan　auez　guot，
wan　daz　ir聰1uot．
zunmiIte　wider　mich　ist　gewesen．
vor　aller　n6t　s6w盆nde　ich　sin　genesen，
d6sich　verlie
min　herze直f　gen盆de　an　sie，
der　ich　da　leider　funden　niene　h盆n．
nun　wi1ich　dienen　dem　der16nen　kan．
Ich　quam　von　minne　in　kumber　gr6z，
des　ich　doch　selten　ie　gen6z．
swaz　schaden　ich　d全von　gewunnen　h盆n，
s6friesch　nie　man．
daz　ich　ir　spraeche　i1rt　wan　guot，
I1och　min　munt　von　frowwen　niemer　tuot．
doch　klage　ich　daz
doz　ich　s61ange　gotes　vergaz：
den　wil　ich　iemer　vor　in　allen　haben，
und　in　d会n盆ch　ein　holdez　herze　tragen．
われは酬いらるることなく，
一人の気高き女性に奉仕せり，
彼女につきては汚れなき善以外の
ものとして語ることなし，
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ただし，彼女の心はわれに頑ななりき。
われすべての苦しみより救わるると信じたり・
わが心は彼女の恵みを全くあきらめたり，
惜しくも何も見出さぎりしに，
今やわれは酬うべきを知るものに仕えむ。
ミソネはわれに大いなる苦しみをもたらし，
心奥々とLて楽しまず，
されど，われミソネに傷つきLとて，
何人もわれを廟り給うなかれ，
われはかの気高き女性につきて
ただ善きことのみを語りぬ，
わが口はあてびとの讃美のほかに
たにごとをもいわざりき，
されど，わが悔ゆるは
長き閻神を忘れいLことなり，
今よりのちは女性よりも神を貴び。
そののちに，愛する者にやさしき心を向けむ。
　このミソネの詩人は，ひとりの女性への愛に献身したために，長い間神を忘
れていたこと，真の救いの問題を等閑に附したことを告白する。真に人間が愛
を完うするためには，神への愛の根本に立ち戻り，そこから信仰への愛，女性
への愛を両立させねばならぬと考える。人間それ自体の愛はそれだげで燃えつ
きるからである。つぎの詩は「十字軍への進発」に際してのもので，この詩人
の終りに近い作である。肉体と精神の間の抗争をテーマにしている。
Min　herze　und　min　lip　diu　we11ent　scheiden，
diu　mit　ein　ander　vamt　m1mange　zit．
der　lip　wil　geme　vehten　an　die　heiden：
s6h盆t　jedoch　daz　herze　erwelt　ein　wip
vor　al　der　werlt，daz血七et　mich　ie㎜er　sit，
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daz　si　ein　ander　niene　vo1gent　beide．
mir　habent　diu　ougen　vil　get査n　ze1eide．
got　eine　mむeze　scheide11noch　den　str…t．
Ich　w盆：lde1edic　sin　von　so1her　swaere，
d6ich　daz　kriuze　in　gotesεre　nam．
ez　waere　ouch　reht　deiz　herze　aIs6da　waere，
wan　daz　sin　staetekeit　im　sin　verban．
ich　solte　s宣n　ze　rehte　ein　Iebendic　man，
of　ez　den　tumben　wi1－en　sin▽erbaere．
nu　sihe　ich　wol　daz　im　ist　gar　unmaere
wie　ez　mir　an　dem　ende　s刮e　erg会n．
いく度も互いに引合い，
わが心（herze）はわが肉体（1三p）より離れむとす。
肉体は異教徒との戦いに赴かむとL，
心は一人のあてなる女性を，
全世界よりえらぱむとす。
心と肉この二つにもはや共存はなく，
われは悲しみに充つ。
わが眼はわれに多くの悩みを与えぬ，
ただ神のみがこの抗いを鎮むるのみ，
われはかかる重苦しき嘆きより．
自由ならむことを信じ，
ネ申の栄光のために十字架をとれり。
心の破減の中にありてその忠誠を，
よく保ちしは正しきことなり。
われは生き甲斐ある男児たらむとす，
心は悔改めをなせど，
わが愚かさに痩せこがれ、
その撰びをも拒む能わず。
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つぎはフェニスのルドルフ伯爵（Graf　Rudolf　von　Fenis）の詩である。
Mit　sange　wande　ich　mine　sorge　krenken．
dar　umbe　singe　ich　deich　si　wolte16n．
so　ich　ie　mεsinge　md　ir　ie　baz　gendenke，
s6mugens　mit　sange　leider　niht　zerg含n
wan　minne　h盆t　mich　br会ht　in　solhen　w会n
dem　ich　s61ihte　niht　enmac　entwenken，
wan　ich　im1ange　her　gevolget　h盆n．
S至t　daz　diu　mime　mich　wolt　alsusεren
daz　si　mich　hiez　in　dew　herzen　tragen
diu　mir　woI　mac　min　leit　ze　vrδuden　kεren，
ich　waere　ein　gouch，wolt　ich　mich　der　entsagen．
ich　wiIouch　mimen　minen　kumber　klagen，
wan　diu　mir　kunde　dez　herze　als6versεren，
diu　mac　mich　wol　zu　vrδuden　hOs　geladen．
Mich　wundert　des　wie㎜ich　min　vrowwe　twinge
s6sεre　swenne　ich　verre　von　ir　bin：
so　gedenke　ich　mir　und　ist　daz　min　gedinge，
miies　ich　si　sehen，min　sorge　waere　hin．
”so　ich　bi　ir　bin”，des　troestet　sich　min　sin
und　wae1ユe　des　daz　mir　vil　wol　gelinge：
alrεrste　mεret　sich　min　ungewin．
So　ich　b至ir　bin，min　sorge　ist　deste　mεre，
als　der　sich　n会he　biutet　zuo　der　gluot：
der　brennet　sich　von　rehte　harte　sεre：
ir　gr6ziu　g匝ete　mir　daz　selbe　tuot．
so　ich　bi　ir　bin，daz　toetet　mir　den　muot，
1md　stirbe　ab　rehte，swenne　ich　von　ir　kεre，
wan　mich　daz　sehen　dunket　als6guot．
Ir　schoenen　lip　h盆n　ich　da　vir　erkennet，
er　tuot　mir　als　der丘urstelin　daz　lieht；
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diu刮iuget　dran，unz　si　sich　gar　verbrennt：
ir　gr6ziu　gOete　mich　als6verriet・
min　tumbez　herze　enlie皿ich　als6niet，
ich　habe　mich　s6verre　an　si　verwemet
daz　mir　ze　jungest　rehte　alsam　geschiet。
歌をもてわが悲Lみを鎮めむとして，
われは歌えり，あてびとより逃るぺく。
されど歌うにまして，なお深く，
あてびとを思い，歌もて，
忘れ去るを得ず，
ミソネはかくも狂気にわれを変えたれぱ。
この狂気よりわれを引離し得ず，
われ長くこの狂気に屈服したれぱ。
ミソネがわが名誉となりてより，
わが苦悩をも喜びに換え得べき
ミソネに耐えよとかの人は命ず。
愚か老ならぱ，あきらめむ。
またミソネをも悲しみ嘆く，
本来喜びを負うべき心かくも傷つきLを知りたれぱ。
あてびといかに心を捉えしか・今にして驚㍍
たといわれ遠く距たるとも，
かくて自ら省みて，
わが希望をそこに置く，
かのひとを一度見なぱ，
わが憂いは消えむ。
われかのひとのもとにありせぱ，
慰められ，かつは幸いなりと思わむ，
されどわが不幸はごれによりて更に夫いなるものとならむ。
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われかのひとのもとにありたぱ，
火の傍にある人のごとく，悲しみ大いなるものとなり，
心はまさに劇しく燃えむ。
かのひとの完き美と徳が，
わが心をかく燃やさむ，
われかのひとの傍にありせぼ，
わが心は死なむ，かのひとに真向いなぱ，
息絶えむ，かくもはげしく見つむれぱ。
わが知りしかのひとの美に，
われは光をLたう蛾のごとし。
全く燃えつくすまで飛び，
その大いなる美に叛くなり。
愚かなる心は安らぎを得ず，
さらに心舌Lれなぱ，
われついに終りとならむ。
　ルドルフ伯は「ノイエンブルグ伯」（Graf　von　Neuenburg）とも呼ばれ，おそ
らくルドルフ2世（1158－1192）であろうと推定されてい孔前出のフリード
リッヒフォンハウゼンの詩風をつぐ人といわれている。
　「ベルソガーフォンホールハイム」（Herr　Bemger　v㎝Horheim）の詩
　ベルソガーは，一名ラテン風にベレソガリウス（Berengarius）とも呼び，ラ
イソ，フラソケン叉はシュワーベンの王族の出，6篇の詩が残っている。つぎ
の詩はドイツ文学では，嘘偽詩（LOgenlied）といわれる詩体で，失恋したのに
恋を獲得したとか，天下を掌握しないのにしたとかいった事実とは反対を書い
て喜ぶ詩形であ飢南欧プロヴァンス風の対比的表現も用いられてい飢
　Mir　ist　a11e　zit　als　ich　v1iegende　var，
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ob　al　der　wer1te　und　diu　min　auiu　si．
swar　ich　gedenke，vil　wo1sprmg　ich　dar．
swie　verre　ez　ist，wi1ich，sost　mirz　nahe　b至．
starc　und　snel，beidiu　riche　unde　fri，
ist　mir　der　muot：dur　daz　loufe　ich　s6balde＝
mim　mac　entrimen　kein　tier　in　dem　walde
daz　ist　gar　gelogen：ich　bin　swaere　als　ein　bli．
Ich　mac　von　vrδiden　ertoben会ne　strit：
Inir　ist　von　minne　s61iebe　geschehen．
sw含waer　ein　walt　beidiu　lanc　unde　wit，
mit　schoenen　boumen，den　wo1te　ich　erspehen；
d盆m6hte　man　mich　doch　springende　sehen．
min　reht　ist　daz　ich　an　w6iden　mich　twinge
wes　liuge　ich　gouch？ich　enweiz　waz　ich　singe．
mir　wart　nie　wirs，wi1der　w自rhei1ich　jehen．
Ich　mache　den　merkaeren　trouben　den　muot．
ich　h盆n　verdienet　ir　nit　und　ir　haz，
sit　daz　min　vrowwe　ist　s6riche㎜1de　guot．
台was　mir　wεl　nust　mir　sanft　dan　baz．
ein　herzeleit　des　ich　niene　vergaz，
daz　h会n　ich　verlazen　und　ist　gar　verwunden．
min　vr6ide　h射mich　von　sorgen　enbunden：
mir　wart　nie　baz＿unde　Iiuge　ich　iu　daz．
いつもわれは翼にのりて
世界の上高く翔げるごとL。
この世界はすべてわがもの。
わが思うところへ軽やかに飛ぶ，
いかに遠くとも，
願えぱ，たちまちわが近くにあり。
心は強く早く，
力にみち，自由なり，
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ゆえに，われは早く走りゆく。
森の獣らもわれより逃るる能わず，一
鉛の塊の如く重しというは偽りなり。
言うに及ぱず，われは喜びのあまり，
狂えるごとし，
ミソネによりてかくも幸いを得たり，
美Lき樹立の広く深き森を，
われは探L求めむ。たとえ，森はいずこにあらむとも，
そこにてわが躍りいるを，
たれも見ることなからむ。
喜びを保＝つこと，ごはわが権利，一
愚かなるわれが何ゆえに偽るや，
歌うは何なるやわれ知らず。
われは真実を告白せむ，
われに悪Lきことかつて無かりき。
彼女の心を見張人に見張らせておかむ，
われは彼女の不興と僧悪に酬いたり，
わがあてびとはかくも美しく完L，
かつてわれは悲しめど，今は大いたる幸いを得，
忘れ得ざりし心の悩みも忘れ，
すべて克服す。
喜びは不安よりわれを解き放てり。
われより幸いなるものはたし，
一されどこは一同方々に嘘とは申すなれ。
　このような詩は最後に落着点がある。一種の滑稽な味わいを残すところに，
特色があり，日本の俳諸のようなユーモアも含むものもあるが，俳諸ほどには
発達しなかった。
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　つぎはオヅトーフォソボーテソラウベン伯（GrafOttovonBotenlauben）の
詩である。イタリヤのハイソリッヒ4世の後につづく詩人で，ヘソネベルグ伯
（G・af　von　He㎜eberg）とも呼ばれる。僅かな記録によると1197年以降20年間
も十字軍に加わってパレスチナに滞在していたといわれる。不可視にして現実
的な天国は，神と見えざる恋人との間の類比となって交互に歌われている。そ
れゆえ，神を冒漬したものではなく，ミソネの歌から発展した十字架の詩のか
たちをとっているo
Waere　Kristes16n　niht　als6s廿eze，
so　en1ieze　ich　niht　der1ieben　frowwen　min，
diech　in　minenr　herzen　dicke　grOeze：
sie　mac　vi1wo1min　himelriche　sin，
sw盆diu　guote　wone　a1umbe　den　Rin．
herre　got，nu　tuo　mir　helfe　schin，
daz　ich　mir　und　ir　erwerbe　noch
die　hulde　din！
”Sit　ergiht　ich　si　sin　himelriche
s6habe　ich　in　zuo　gote　mir　erkorn，
daz　er　niemer　fuoz　von　mir　entwiche．
herre　Got，蛤dirz　niht　wesen　zorn．
erst　mir　in　den　ougen　niht　ein　dom，
der　mir　hie　ze｛r6iden　ist　geboren．
kumt　er　mir　niht　wider，min　spilnde
fr6ide　ist　gar　verlorn．”
キリストの蹟いがかくも甘くなかりせぽ，
心の中にてしぱしぱ礼するに適わLき
かの愛するあてびとを捨つることなからむ。
気高き者ははるかライソに住み給うとも，
彼女こそ天国とも思うべし
主なる御神よ，
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われと彼女，かならずやいつの目か
なんぢの恩寵を受げつがむ，
今こそ助けを示しませ！
　　「彼が愛を告白してよりごの方，
　　われは彼の天国にあり，
　　かく彼を神としてわれはえらびぬ，
1　彼はわれより一歩も遠去かることなし，
　　主なる御神，怒りを鎮めませ，
　　ここに（愛の）喜びに生れいでし
　　わが眼には，彼は茨ならじ
　　もし彼わがもとに帰りきたらずぽ，
　　わが喜びはいたくうち砕かれむ」
　前半ぱ男性が，後半は女性のミソネの告白となっている。このような交互歌
唱形式はミソネザソグの詩を豊富にしている。元来，中世詩は独唱も以外に，
合唱，交互斉唱などが多く舞踏のための歌が基本になっている。
　つぎの詩ぱ，アルブレヒト7オンヨハンスドルフ（Herr　AIbrecht　v㎝Jo・
1hamsdo㎡）である。アルブレヒトはオーストリアとの国境に近いドナウ河沿い
のパヅソウ（Passau）の教区僧正に仕えた騎士家臣であったと伝え私ワルタ
ーフォソフォーゲルワイデ（Walthersv㎝de・Vogelweide）に時代的にも気
分的にも近いミソネゼソガーの一人である。アルブレヒトも十字軍遠征に参加
した。評する老は，彼を宮廷風のミソネザソグの完成者だとする人々もい私
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　，Wie　sich　mi㎜e　hebt　daz　weiz　ich　wol；
　wie　si　ende　ni血t　des　weiz　ich　niht．
　ist　daz　ich　es　in口e　werden　sol
　wie　de醐　herzen　herzeliep　geschiht，
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s6bewar　mich　vor　de㎜sheiden　got，
daz　waen　bitter　ist
disen　kumber　f也rhte　ich　ane　spot．
Sw含zwei　herzeliep　gefriundent　sich
1ユnde　ir　beider　minne　ein　triuwe　wirt，
die　sol　niemen　scheiden，dmket　mich，
al　die　wile　unz　si　der　t6t　verbirt，
waer　die　rede】■ユin，ich　taete　als6：
ver1七re　ich　minen　frimt，
seht，s6wurde　ich　niemer　mεre　fr6、
D乞gehoeret　manic　stunde　zuo
全daz　sich　gesamne　ir　zweier　muot．
．da　dez　ende　denne　unsanfte　tuo，
ich　waene　des　woI，daz　ensi　珂ibt　guot．
1ange　si　ez　mir　vi1unbekant．
und　werde　ich　iemen　liep，
der　Si　Siner　triuWe　an　mir　gemant．”
Der　ich　diene　und　iemer　dienen　win，
di一ユso　mine　rede　vil　wol　verst盆n．
spraeche　ich　mεre，des　wurd　a屹e　vil．
ich　wil　ez　allez　an　ir　g廿ete1会n．
ir　gen会den　der　bedarf　ich　wo一．
und　wil　si，ich　bin　vr6；
’und　wil　si，so　ist　min　herze
1eides　vol．
　　ミンネと忠誠
ミソネがいかに高まるやをわれよく知れり，
ミソネがいかなる終りを告ぐるや，われ知らず。
、・かに心に愛の光を
知るやを悟るとき，
かくも厳しく神が為し給える
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別離をわれは守りたり，
われはかかる悲嘆をおそるるなり。
心より愛し合うものが親しくなり，
二つの意志が一つの忠誠（triuWe）となるとき，
死が二人を引きはなすまで
これを引き離すこと能わず。
これがわれにふさわしけれぱ，つぎのごといわむ，
この愛する者を失わぱ，再びよろこびを見出すことなしと。
二つの心が出会うまでには
多くの時を費せり，
別離が心より安らぎを奪い，
心はいかにばげしき薔痛に耐えしや，
このことはつねにわが会いしことなりき，
かくて心より思い出でよ，
われを愛するもの，
彼こそわれに忠誠を守りしと。
あてびとに忠誠を誓い，奉仕せむ，
あてびとは，わが言うことをよく知り給う，
それ以上に語りなぱ，無駄に過ぎむ百
彼女の善をわれは捨て去り，
彼女の恩寵をわれは求めぬ，
それを与えられたぱ，
よろこび，然らずんぱ
心は苦悩にみつるなり。
同じ作者の詩で「十字軍遠征への願い」（Wmschvorder　Kreu．fahrt）と題す
る短い作品がある。
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1ch　h会n　duτch　got　daz　cr含ce　an　mich　genomen
1ユnd　var　d盆hin　durch　mine　misse箇t．
皿u　helfe　er　mir，ob　ich　her　wider　kome，
妃in　wip　diu　gr6zen　kumber　von　mir　h盆t，
一daz　ich　si　Yinde　an　irεren：
s6wert　er　mich　der　bete　gar．
siil　aber　si　ir　leben　verkεhren，
s6gebe　got，daz　ich　verマar！
われは神の御為めに十字架をとり・
わが罪のために進みゆく。
神もし助け給わぱ，われは再び
祖国に帰り来らむ，
犬いなる悲しみを抱くわれ，
再び貞淑と栄誉を見出さむ，
かく起れかしとわが願う、
されど彼の人わが願いに叛きなぽ
神よわれをそのまま減びゆかしめよ。
（四）　ミ ンネの意味
　ヨニロッパ中世の初期は民族移動の動乱と混乱の連続であった。フラソク王
国はゲルマソとラテンの混血によってフラソス人が形成されたと言われてい乱
中央ヨーロッバのゲルマソ諸民族がラテソ文化の影響下にあって，ようやく自
己の文化能力を発揮するようになったのは・12世紀にはいってからであ私
rミンネ」（Mime）は語源的にはmeinenと同じで，r想う」r回想する」r愛
する」意である。したがって，mimenという動詞がそのまま用いられてい
る。しかしこの「ミ＝■ネ」は中世の騎士の愛の特質をいうものとして，Mime一
．dichter（ドイツ中世）恋愛詩人，Minne－sang恋愛歌，Mime・誰ngerドイツ
中世の恋愛歌人，あるいは，Mime－dienst愛の奉仕などという言葉が流布し
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ている，このrミソネ」（Mi㎜e）という概念は，中世宮廷文化の開華とともに
ヨーロッパとくにドイツの愛の意味を示すものとな乱むろん，宮廷において
詩才をもつ人々は，王も貴族，家臣騎士の区別なく各々の才能と個性を発揮し
て詩をつくったのであるが，今目とちがい，詩人は同時に音楽家でもあった。
ヴィーデル（Videl），ギーゲ（glge）などの楽器を弾いて即興的にあるいは長い
問凝らして歌ったものらしい。だが具体的にどの程度歌われていたかは明らか
でなく，楽譜のついているのは僅かであ飢宮廷の騎士のミソネザソグが量的
にも質的にも中心をたしているが，その他に格言詩，教会・修遣院で歌われた
宗教詩，その他の世俗的な愛の詩，舞踏歌，祝宴歌など時代がさがるとともに，
詩の種類も数を増していった。ドイツのミソネも，広くヨーロッパの愛の詩と
の関係あり，とくにプロヴァソス地方や，トルヴァドール（Troubadou・）など
の影響下にあり，その様式から次第にゲルマソ風に深めたものであ飢その特
有の言葉をあげると，frouwe（貴き女性，あてびと），mime（愛），9uot（神），
ede1（貴き方），1iebe（愛），lip（唇），herze（心）などである。愛を表わすの
にミソネ以外に，リーべがあ私この両者はつねに意識的に区別したのではな
いが，ミソネは12世紀の頃より世俗的現象を意味せず，普遍的，絶対的価値を
あらわし，世俗的な領域のものであっても，宗教的価値をもつものを指した。
いいかえれぼ，ミソネはLiebeよりも，宗教的な輝きをもち，地上の上に閃
めく愛と恋っていった。
　12世紀頃には，聖母崇拝やマリア祭儀がさかんになった。マリア崇拝がミソ
ネの奉仕の前提となり，その活動の準備となったことは争いがたいことであるo
神の母の形体の申に，いわゆる「永遠の女性的なるもの」（das　Ewi鮒eibliche）
を見ようとした。近代文学の父と呼ばれるゲーテでさえ終生の課題として背負
った悲劇rファウスト」（Faust）の中には，「永遠に女性的なるもの」が何であ
るかを追求している。キリスト教は教義の三位1一体（父と子と聖霊）に加える
のに，第4のベルソナとして母性的，女性的なるものをあげ，この世界の愛0
5？2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　119
完全な姿を見ようとする。聖母マリアがイエスキリスト・神への取りなしの存
在として祈りが捧げられた。神学的には三位一体論が確立し・教会の典礼も規
定されているにもかかわらず，不測の人閻の熱烈な要求はマリア信仰を育てて
いった。聖母マリアヘの崇敬は，母性的恋ものの崇敬であり，キリスト教の説
　　アガベーく神の愛の深さをもっとも具体的に直感的に一般の人々に理解させるものであ
った。
　ミソネザソグは古代中世の拝情詩中もっとも女性的た感受性と表現をもって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡ソネいる。武具を鎧い刀槍をとる騎士が，心の底でこのような愛を抱いて生き，戦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フナoギー場に赴いてゆく。ただし，中世の拝情謝こは類比の遊び・対位表現，ミソネの
多様な種類や段階に応じて比楡や意味の転換が行われた。近代，現代でも有名
な歌曲の旋律を教会の讃美歌に転用することがある。たとえば，ハイド：■やウ
ェーバーの曲を壮重な教会音楽として歌っているが，その曲を愛するために，
あえてキリスト教ではそれを容認している。あるいは，遡こ宗教曲を普通一般
の世俗曲に改めて歌うこともある。これは「コントラファクトーノレ」（K㎝t・a－
fakt・・）といわれているが，事実，ミソネザソグには宗教的内容や発想を世俗
のある事象にあてはめたり，世俗的な出来事を比楡として，これで宗教的なも
のを解釈しようとする。宗教的暗楡（Metaphe・）が世俗的なものを，世俗的な
暗楡をもって宗教的なものを予感させるというように，「宗教的なもの」と「世
俗的なもの」との密接な関係をつくり上げていった。ここに中世の人間のひた
むきな情熱カミあるともいえる。そして「ミンネザング」と呼ばれる独特の詩の
発展もこの清熱に由来している。
　　さきにあげた聖トルドペルター（St．T「0dPe「te「）の婚姻歌（221頁）や，初
期ドイツの敬度な神秘主義の中にも神と人問の密接な関係を表現するのに一般
的な人問の愛，恋人の愛などの比楡をしきりに用いた。
　　個々の人間の魂（herze）は天上の花婿たるキリストにたいする花嫁である。
　また聖マリアは神の花嫁であった。マリァの中にあり，マリァとともに神的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　573
　120
愛に結ぼれた人間の魂は，申世神秘主義の主要なテーマである。また既述のメ
ルカー（Melker）の「マリァの歌」（Marienlied）は，どちらかといえば，輿礼
風のアリアの讃歌で，祈りをささげる人間の個人的感情は無視されている。そ
棚こ比べ，ムリ（Muri）のマリァ碩歌では「われなんぢを呼びかくるとき，わ
がためにゆるし給え，聖なるマリアわれはなんぢを信じ，なんぢに告白す」
（L会mich　geniezin，sweme　ich　dich　neme，daz　ich，Maria　frouwe，daz　giloube
unde　daz　an　dir　irche㎜e）とあるように，信仰をもつ人間の個々の主体の表白
がその苦悩や信仰とともに表現されている。
　むろん，宗教的なマリアの詩と，世俗的な愛の詩とは決定的にちがっており，
教会の伝統にあるラテソ風の様式は完全に成熟していて，初期のミソネの詩と
直接関係はない。しかし，ミソネは全く別の精神的杜会的土壌で個有の表現方
法と形式をとり恋がらじょじょに発生する。ようやくあとになってローマ風の
影響の強い世俗詩にマリアの詩の名残があらわれ，通俗一般の詩の分野で区別
して「マリァの詩」（Mariendichtmg）と呼ばれるようになる。
　従来ミソネザソグを民族性から説き明かそうとする試みが多くの人々によっ
て行われたが，ほとんど成功していない。中世の宮廷や貴族が主体となってい
る生活には，いわゆる中世の詩の雰囲気や素材となるものがある。城の部屋に
憧れの想いで棲んでいる貴婦人，勇しく飛翔する鷹（鷹狩のものであることは
いうまでもない），雲のかげにかくれる星といった状景である。中世の騎士に
は二つの要素があった。一方は，古代ゲルマンの英雄詩を愛好し，その雄々し
い生き方に最大の価値を置くことであった。英雄詩は中世の王侯貴族，騎士の
中に新しい英嬢像を生み出す。「二一ベルソゲンの歌」とならんで「ローラソ
の歌」が愛好される。他方は，ここで取り上げているミソネザソグのような内
面こ生起する愛と信仰のようなものへの讃仰である。
　宮廷騎土の杜会にあってはミソネを歌う詩人は，同時に騎士であった。彼は
高貴なる女性（Da皿e・Herrin），ときに未婚の処女（Magedin）であれ，その女性
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にたいする強いミ1■ネを自ら捧げることを誓う。むろん，その相手の名はいか
なる事情にあっても公けにしたりしない。相手に迷惑を及ぽすことがあれば，
それは正しいミ：■ネではなく，また騎士としての資格を失うほど不名誉な行為
となる。相手の女性は杜会的に高い地位に．ある人，城館の王后，女主人であるこ
ともあろう。あるいは幼い時から知っていセ女性であることもあろう。ミソネ
の詩人はすでに結婚していることもあり得る。この貴女は最高の存在者，最美
なもの，女神にも匹敵する存在である。もしこのミソネが何らかの形で現実に
充されることがあれぼ，それはもはやミソネではなくなる。桶手の貴女はミン
ネを捧げる騎士の心を全く知らず，騎士は自らの憧れが気付かれぬことを嘆き，
そのやさしい恵みの態度のないことを悲しむが，しかしそのミンネはつねに美
への憧僚渇仰であり，そういう存在への忠誠と敬度であった。ミソネのために
あらゆることを耐え忍ぶことば，また騎士の道徳となった。それゆえ，これに
耐える人は少かったかもしれないが，中世の宮廷ではこのミソネの奉仕をたか
く称讃した。r忠誠は愛として，愛は忠誠と解される」（Die　Vasa1lent・eue　wi・d
a1s　Liebe　und　Liebe　a1s　Vasa11ent「eue　gedeutet，Amold　Hause「）騎士の生きた
戦乱の歴史の中にあっては忠誠心とミンネは互いに暗楡となるということはい
うまでもない。戦いと愛は中世だげでなく，近世以降，バロック風の宮廷でも
愛好された主題である。
　キリスト教内部には，聖母崇拝，マリア信仰は教義を超えて熱烈であり，貴
女のミンネと見まがう程に，Dameはマリアにほかたらない。むしろ，マリア
崇拝の中から，ミソネが発展したといった方がよいかもしれない。いわゆる，
西ヨーロッパにおげる恋愛は，その起源に聖母信仰（聖処女信仰）とたらんで・
ミソネの如き態度を積み重ねて形成されているといってよい。
　すでに掲げておいたフリードリッヒフォソハウゼソ（Friedrichs　v㎝Hausen．
236頁）の如くミソネの体験を真剣にうけとめ，やがてそれを宗教的目的へと転
化し，十字軍遠征に赴いて死をとげる。ミソネの奉仕は絶対的義務へと高めら
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れてゆくことがあったo
（五）　古典派の四詩人
　なお実作の個々の詩を検討しながら，中世ミソネザソグの変遷を考察してゆ
きたい。
　つぎの詩は，ハイソリッヒフォソモールンゲソ（Herr　Heinrich　von　Mor㎜一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲ルク■ラーフgen）の作であ乱この詩人はマイセソ（MeiBen）の辺境伯に仕えた（1220年栗
確証される）テユーリソゲソ州の司祭であった。彼の作は独逸のミンネゼンガ
ーの中で持情の言語を純粋に用いている一人であり，格言詩，教訓的な詩風の
多い中で，詩の音楽性，精神性が際立っている。
Ich　h6rt　af　der　heide－
1色te　stimme　und　s廿ezen　klanc．
d盆von　wart　ich　beide
fr6iden　rich　und　trirens　kranc．
nach　der　min　gedanc　sεre　ranc　unde　swanc，
die　vant　ich　ze　tanze　da　si　sanc．
会ne　leide　ich　d6spranc．
Ich　vant　si　verforgen
eine　und　ir　Wengel　naZ，
d6si　an　dem　morgen
mines　t6des　sich　vermaz．
der　vi1liebeIl　haz．tuot　mir　baz　dame　daz
d6ich　vor　ir　kniete　da　si　saz
und　ir　sorgen　gar　vergaz．
　Ich　vants　an　der　zinnen，
　eine，und　ich　was　zir　besant．
　d会moht　ichs　ir血imen
　wol　mit　fuoge胎n　gepfant．
　d6wand　ich　diu　la口t　han　Yedrant
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s盆2ehant，
wan　da2mich　ir　sOezen　mime　bant
an　den　sinnen　h会t　erbIant．
荒地に明るき声甘きひびきをきけり。
たちまちによろこびにみち，
悲しみに惨めなりL，
心は動かされ，
彼女の歌うその踊りの中に入り，
悩みを忘れてともに踊り舞う。
ただ独りとなりて、
彼女は身をかくし，
その頼は涙に濡れているをわれは知る，
朝には死なむとかの人は誓う，
愛する者の憎しみは
そのことよりもわれに良し
かの人の坐りいる前にわれひざまずきしとき、
憂いはすべて消え失せぬ。
ただひとり城の塔にかの人のいるを知り，
人々はそのもとにわれを呼び入れぬ，
われは直ちにその國土を焼かば，
その愛の低当をわれはいとたやすく得む，
されど，その甘きミソネの束縛は
わが心を暗くせり。
　Mi皿皿e珊11ber
Von　den　eIben　wirt　en戯n　vi1血anic　man：
s6bin　ich　von　grδzer－iebe　ents♂n
von　der　besten　die　ie　man　ze缶iunt　gewan．
wil　si　aber　mich　dar　u血be∀εn，
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mlr　zunstaten　stεn，mac　sl　dan　rechen　slch，
two　des　ich　si　bite：si　frδit　s6誌re　mich，
daz　min　lip　vor　wunnen　muoz　zergεn．
Si　gebiutet　unde　ist　in　dem　herzen　min
frowrπe　und　hεrer　banne　ich　sebber　si：
］ユei　wan　mOeste　ich　ir　als6gewaltic　sin．
daz　si　mir　mit　triwwen　wεre　bi
ganzer　tage　dri　und　etes1iche　naht！
so　verlOre　ich　niht　den1ip　und　al　die　maht．
］ユust　si　leider　vor　nlir　alze　fri．
Mich　entzOndet　ir　vil　liehter　ougen　schin
same　daz丘ur　den　dOrren　zunder　tuot，
1md　ir　fremden　krenket　mir　daz　herze　min
same　daz　wazzer　die　vi1hei2e　gluot：
und　ir　h6her　nwot，ir　sch6ne，ir　werdecheit，
und　das　wander　daz　man
　　VOn　ir　tugenden　Seit，
deist　mir　iibel　und　wirt
　　noch　lihte　guot、
Swenne　ir　Iiehten　ougen　s6verkεren　sich
daz　si　mir　aldurch　min　herze　sεn，
swer　da’nzwischen　dame　stεt　und　irret　mich，
dem　mieze　al　sin　wunne　gar　zergεn，
wan　ich　danne　stεn　und　warte　der　frowwen㎜in
了ehte　als6des　tages　diu　kleinen　vogellin：
weme　sol　mir　iemer　Iiep　geschεn～
　　ミンネの魅惑
かくも多くの人々がエルベソに魅せられぬ，
かく申す拙老もおよそ一人の騎士が
かち得る最高のひとのために
犬いなる愛に迷わされたるなり。
578
かくて彼女はわれと反目し，
苦しみにあるわれを見，
復讐をもなさむ。
もしわが願いを満さぱ
喜びのために消え失せなむ
このわれをみて彼女は喜ぱむ。
わカ沁のひとはただ彼女のみ，
われ自身よりもはるかに力あり，
おおわれもし彼女を支配し得ぱ，
忠実にわがかたわらに
丸三目も，幾夜もありなぽ！
われは生命もすぺての力も失うことなからむ。
されども今かのひとはわれよりはなれ，はるかに自由に気ままな㌦
　　　虫　ク手乾ける火口に火がつくごとく
彼の人の明るき眼の輝きはわれを燃えたたしむ
遠く距りてあれぽ
灼熱の火に水をそそぐごとく
わが心を燃やす，
かのひとの気高き心，その美しさ，品性，
その驚くべき個性につきて人々が語るとき，
そはわが不幸というべし，
一されどそはなおわが幸福とすべきならむ。
わが心のすべてを見むとL
かのひとが明るき眼を向くるとき，
問に入り来りて障ぐるものあり，
ためにすべての喜びは消えぬ，
一日の終りLあとの小鳥のごとく
125
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ひとりたたずみて
かのひとを見つむ，
わが喜びを知る日はいつの日ならむと。
　SeeleIl1皿i11皿o
Vil　siieziu　senftiu　toterinne，
war　umbe　weIt　ir　t6ten　mir　den　Iip？
ich　iuch　s6herzeclichen　mime，
zeware，frowwe，9ar　fOr　e11iu　wi以
wεnet　ir，ob　mir　den　lip　ir　t6tet，
daz　ich　iuch　dame　niemer　mεbeschowwe～
nein，iwwer　mime　h乞t　mich　des　emotet
daz　iwwer　sε1e　ist　miner　sεle　frowue．
sol　mir　hie　niht　guot　geschεn
von　iwwerm　werden　libe，
s6muoz　min　sεle　iu　des　verjεn
dazs　iuwerr　sεle　dienet　dort　als　einem
　reinen　wibe．
　魂のミンネ
甘美にしてやさしき死をもたらす方よ，
心よりなんぢを愛しいるわれを
なにゆえにあやめむとするや，
真実すべての女性にまさる気高きひとよ，
おんみがえらび，
おんみがわれを死に至らしめたぱ，
われはもはやおんみを見つむることなからむ，
いな，おんみへのミソネはわれに迫りきて・
おんみの魂はわが魂の女性なり，
おんみの気高き身より
いかなる救いも生せずとせぱ，
わが魂ばおんみに確かと保証せむ，
580
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おが魂はおんみの魂に
清らけき女性のごとく奉仕せむ。
　前掲のエルベソを歌う詩も「死をもたらす方」と呼ぶ存在は，いずれも詩人
を強く誘い惑わすデモーニッシュの女性としてあらわれ飢このミンネの所有
老は死のようなミソネを詩人におくり，そのために彼は売を願う程幸福となる。
したがってエルベソのような人問的な愛の所有者は，かかる状況から脱却して
友情のごとき愛へと向うのである。
　つぎに中世の代表的詩人ワルターフォンデルフォーゲルワイデ（Walthe「
vonder　V09elweide）の作品をあげておきたい。
Herzeliebez　frowelin，
got　geもe　dir　hiute　und　iemer　guot．
kund　ich　baz　gedenken　din，
dis　hete　ich　willec1ichen　muot．
waz　mac　ich　dir　sagen　mε，
wan　da2dir　nieman　holder　ist　P　owε，
da　von　ist　mir　Til　wε．
Sie　verwizent　mir　daz　ich
s6nidere　wende　minen　sanc，
daz　si　niht　versinnent　sich
waz　liebe　s至，des　habeI11ユndanc！
sie　getraf　diu　liebe　nie．
die　n会ch　dem　guote　und　n全ch　der　schoene　minnent，
w§wie　minnent　die？
Bi　der　sch6ne　ist　dicke　haz：
zer　schoene　nieme皿si　ze　g盆ch．
liebe　tuot　dem　herzen　baz：
der　liebe　gεt　diu　schoene　nach．
1iebe　machet　sch㏄ne　wip：
desn　mac　diu　schoene血iht　getwn，sin　machet
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nemer　lieben　lip．
Ich　vertrage　als　ich　veriruoc
und　als　ich　iemer　wi1vertragen．
dt　bist　schoene　u回d　hast　genuoc：
waz　mugen　si　mir　d含von　gesagen？
swaz　si　sagen，ich　bin　dir　holt，
und　nim　din　glesin　vingerlin的r　einer
kinegin口e　gOlt．
H含st　d倉triwwe　und　staetekeit，
s6bin　ich　sin　an　angest　gar
daz　mir　iemer　herze1eit．
mit　dinem　willen　widerTar．
h盆st　ab　d自der　zweier　niht，
son　m伽zest　d自min　niemer　werden．
owεdanne，of　daz　geschiht1
わが心より愛する幼き気高き女性，
神がなんぢに今日も
やさしさを与え給わむことを。
今よりさらによき挨拶をなL得なぱ，
われは喜びてなんぢにかく言わむ，
かくまでに忠誠を捧ぐる人なきに，
これ以上に何をいい得む，
かなしきかな，われは多く悩まざるを得ず。
歌を低く合せしを人々は非難せり，
人々は愛の何たるかを理解せず，
彼の人々こそ呪われてあれ，
愛に出会わざりし老，
富と美にしたがいて愛する老は
かなしいかな，いかにして愛を得む。
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美のかたわらに憎しみあれぱ，
何人も美のもとに急ぎゆかず，
愛は心をより良くす，
美は愛より出づ，
愛は女性を美しくす，
されど美は愛のごとく働きかげず，
美はげっLて愛するに価いせず。
曾つて耐えLごとく，われは今耐え，
後の臼も耐えむ，
おんみは美し，われはそれにて足れり，
彼らはわれに何をいい得む，
たとえ人々何をいわむとも，
われはなんぢを想い，
女王の黄金にかえて
なんぢのガラスの指輸をとらむ。
もしなんぢに忠実と不変性あらぽ，
かつてなんぢによりて心の悩みを味わえど，
われはおそるるところなし百
されどもしなんぢこの二つの徳をもたざれぱ，
わが心傷み破るとも，
なんぢはけっしてわがものとなり得じ。
　ワルターフォソデルフォーゲルワイデは中世の綜合集大成の詩人といわ
れている。中世期にこれ程多くの多方面の題材と詩型を駆使したことも珍らし
い。この詩にも表わされているliep（Liebe）はたのしい，好ましいといった
個人的惑情にもとづく愛であり，これは当然奉仕としての愛や願いといった
Minneの中に包括さるべきものである。彼の詩は市民的，あるいは自伝的性
格をもつ体験詩とおもわれてきた。そういう点も考えられなくはないが，従来
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あまりに高く要求されてきたミ1■ネの形而上的宗教的な観念を打破して，彼は
ドイツの杜会の現実の善良で美しい女性を歌うようになる。Dameにたいす
る空しい嘆きを歌ってきたのにたいし，高い勇気をもつ喜ばしいミンネを歌う
方向をとるのである。
　フォーゲルワイデの詩には市民的な感情を歌ったもの，民謡風な素朴な歌も
あり，つぎのような作品はのちのドイツ民謡の一般形式であり，ゲーテのファ
ウストのマルガレーテの歌にもつながる。
U㎜b　einen　zwivellichen　wan
was　ich　gese2zen，und　gedachte，
ich　wolte　von　ir　dienste　gan，
wan　daz　ein　trost　mich　wider　brachte．
trost　mag　ez　rechte　nicht　geheizen，owe　des1
ez　ist　vil　kume　ein　kIeinez　troeste1n；
so　kleine，swenne　ich　ez　iu　gesage，ir　spottet　min．
doch　frewwet　sich岨tzel　ieman，er　enwizze　wes．
Mich　hat　ein　ha1m　gemachet　fro＝
er　gicht，ich　sO1genade五nden．
ich　maz　daz　selbe　kleine　stro，
als　ich　hie　vor　gesach　von　kinden．
nu　hoeret　unde　merket　ob　siz　denne　tuo．
”Si　tWOt，Si　entuOt，Si　tuOt，Si　entuOt，Si　tWOt！“
swie　dicke　so　ich　maz，daz　ende　was　je　guot．
daz　troestet　mich：da　hoeret　ouch　ge1oube　zuo．
いささか不安に駆られ，腰をかけ
捨てられしやと想いにふける，
Lかし，希望めきし慰めがよみがえる，
慰めはもとより愛することたらずや、
はかなき慰めを想うわれを
584
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人々は笑わむ。
されど全く根拠なき喜び恋らじ。
穂麦を抜き取り，指にてその茎を計れぱ，
わが運勢やよかるらし，昔幼き子供の頃遊びしごとく。
〈愛しいる〉，〈愛しをらず〉，
〈愛しいる〉，＜愛しをらず〉，〈愛Lいる〉，
いく度も穂麦にて占えぱ，つねに幸運となる，
これぞわが希望の慰め一
とまれ，かくまれ，信頼こそ肝心なれ。
　穂麦の茎を指ではかり，呪文を口昌えて占い，あるいは，花の花弁をむしりな
がら，運勢を知ろうとする風習は民俗的なものであるが，不安と信頼の入りま
っている愛する者の徴妙な心理を表現している。つぎの作品は素朴な庶民の青
春の言厘歌である。
　　U皿te正der　Li皿de
Under　der　linden
　an　der　heide，
　d含unser　zweier　bette　was，
da　muget　ir　vinden
　sch6ne　beide
　gebrochen　bluomen　unde　gras．
　vor　dem　walde　in　einem　tal，
　tandaradei
　　sch6ne　sanc　diu　nahtegal．
Ich　kam　gegangen
zwo　der　owwe：
d6was　m至n　friedel　komenε．
d自wart　ich　enpfangen，
hεre　frowlユe，
daz　ich　bin　saelic　iemer　mε．
kuster　mich～wol　tOsentstunt：
tandaradei，
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　seht　wie　r6t　mir　ist　der　munt．
　D6het　er　gemachet
　aIs6　riche
　von　bluomen　eine　bettestat．
　des　wirt　noch　gelachet
　innecliche，
　kumt　iemen　an　daz　seIbe　pfat．
　bi　den　r6sen　er　wol　mac，
　tandaradei，
　merken　w乞mirz　huobet　lac．
　Daz　er　bi　mir　laege，
　WeSSeZ　iemen
　（m　enwelIe　got！），s6schamt　ich　mich，
　wes　er　mit　mir　piaege，
　niemer　niemen
　bevinde　daz，wan　er　unde　ich，
　uI1d　ein　kleinez　vogellin：
　tandaradei，
　daz　mac　wol　getriwwe　sin．
　　菩提樹の下で
荒地の菩提樹のもと，そこにわれらのねそぺる処あり，
花と草が
咲き乱れいるを見む。
渓間の森の前に，タソダラダィ
ナハティガルはかく楽しく歌えり。
草地にわれ来りLとき，わが人も
前にあらわれわれをたのしく迎えくれぬ，
一恵み深きマリア様一われに
幸福を与え給え，
彼の人はわれに口づけを，あるいは千度も，
タソダラダイーわが口のいかに燃ゆるかを見給え。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　133
彼はとりどりに花の臥処を作りぬ，
森の径を来る人，
心より笑いいでむ，
おそらくは彼，ぱらの花を，タソダラダイ
わが頭に飾るを見む
わが傍に彼ねそべる。一たれか見出む，
（神よ守り給へ），彼がわれになせしこと，
われは差らう。
彼とわれよりほかなんびとも，なんびとも知るまじ，
　また可愛ゆきナハティガルは，
　タソダラダイ，おそらくは沈黙するならむ。
　このような牧歌的民謡は，明るく開放的で，今まで掲げてきたミンネの密儀
的た性格と対照的である。中世は暗黒時代（Da・k　Age）というのは，正鵠を射
たものではない。つぎの「読人不知」の詩はきわめて短い作品ながら，中世以
降の小夜曲の典型的形式をすでに完成しているといえ札
　　Name皿1os
　Nachtegal，sing　einen　d6n　mit　sinne
　　miner　h6chgemwoten　kunigime1
　　kunde　ir，daz　min　staeter　muot
　　und　min　herze　brime
　　n盆ch　irm　sむlzen　libe　und　n身ch　ir　mime！
　無名詩
ナハティガルよ，わが気高き女王に，
うつくしく歌を歌え，
その甘美の身とそのミソネによりて
わが想いと心はたえず
燃ゆるとかのひとに告げよ。
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134
（六）　ミンネの伝統とその変様
　ミソネは，中世初期の宮廷騎士風の詩が一つの奥型となり，ずっとのちまで
伝統となってつづくが，そこにはおのずから少しづつ変化があり，そのヴァリ
ニーショソがたえず人々の精神に新鮮な気分を吹き込んでいった。その変様の
状態の一部分をここにあげておく。
　つぎの詩は，フリードリヅヒ2世（1228－1254）の嫡子コソラート4世か，
または最後の王族コソラーディン（1252－1262）の作であろうといわれている。
とにかく一般に「若きコソラート王」（Kδnig　Konrad　de・J㎜ge）という名で伝
えられているもので，王朝のミソネゼソガーの最後を飾るにふさわしい作品で
ある。
Ich　fr6i　mich　manger　bluomen　r6t
die　uns　der　meie　bringelユwil．
die　stuondenεin　gr6zer　not：
der　winter　tet　in1eides　vil．
der　mei　wils　uns　ergetzen　wo1
mit　mangem　wiimeclichen　tage：
　des　ist　diu　welt　gar　frδiden　vol．
Waz　hilfet　mich　diu　sw皿erzlt
und　die　vi11iehten　langen　tage～
min　tr6St　an　einer　frOWWen1五t
von　der　ich　gr6zen　kumber　trage．
wiI　si　mir　geben　h6hen　muot，
d6twot　si　tugentlichen　an，
　1ユnd　daz　min　frδide　wirdet　guot．
Swam　ich　mich　von　der　lieben　scheide，
s6muoz　min　frdide　ein　ende　h貧n．
owε，so　stirbe　ich　liht　von　leide
daz　ich　es　ie　mit　ir　began．
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ichn　weiz　niht，frou，waz　mime　sint．
mich1会t　diu1iebe　engeIten　vil
　daz　ich　der　j含re　bin　e｛n　kint．
五月をもたらさむとする
とりどりの赤き花をわれはよろこぶ。
冬は多くの苦難を与え，
今まで花々は苦しめり。
代りて五月は多くの楽しき日を
われらに償えり，
かくて，世界は喜びに充されぬ。
夏は明るく長き日もて
われを助けむとするや，
わが慰めはひとりの女性にあり，
このためにわれは大いに悩めり，
彼女はわれに気高き勇気を与えむとし，
それにふさわしく行い
わが喜びの芽生えを願う。
われ愛より別れなぱ，
喜びもまた終るべし
哀しきかな，愛とともに起りし苦Lみにわれ死はなむ，
かのひとよ，ミソネは何なりやわれ知らず，
まだ年若きわれに
愛をもてかならず償わしめよ。
　つぎの詩はヘスフォソライナッハ（亘essv㎝Reinach）のものである。彼は
功労貴族（Dienstadel）の出身で，アールガウの近くのヴェルトの司祭であり・
1280年頃残したと推定されている。ミニュアチュールでは多くの貧民や不具者
の救済事業をおこなっている図がある。当時は・僧職にあっても・想像で恋愛
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をテーマにして詩をつくることはさかんに行われていた。 日本の中世でも題詠
でしきりに相聞が詠まれたことと比較してみると一種の共通性があって輿味深
いといえよう。
Klageliche　n6t
klage　ich　von　der　minne，
daz　si　mir　geb6t
daz　ich　m宣ne　sime．
dar　bewante　da　man　mich　verderben　wil．
hey　minnen　spil
durch　dich　lide　ich　sendes　kumbers　alze　vil．
Wenge1r6s㎝var，
wohl　gestel1et　kinne，
ougen1むter，k蛤r
minnec1至chiu　time
h会t　si，diu－nir　leben　und　lip．
Hey，seHC　wip，
dur　din　besten　tugende　mir　min　leit　vertrip．
S廿eze　trδsterin，
trOeSte　mine　Sinne
dur　die　minne　din．
in　der工ninne　ich　brinne，
von　der　minne　fiure　lide　ich　sende　n6t．
Hey，mindel二r6t，
wilt　du　mich　niht　tr6sten，sich，s6bin　ich　t6t．
ミソネの悲しき苦脳を
われは嘆く，
われを破滅させんほどに
ミソネがわが心に命じたることあり，
ああミソネの喜びよ，
なんちのために多くの愛の悲しみを悩む。
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蓄薇のごとき赤き頼，
円き頭，
清く澄む眼，
あどけなき額，
わが身，生命をやつれしむ，
浄き女性よ，
おんみは最善最美の力ありて，われを脳みにかり立てぬ。
甘美の慰め手よ，
わが心を
おんみのミソネによりて慰む，
われはミソネの中に燃え，
ミソネの火によりて愛の苦悩を悩む日
ああ赤き雇よ，
おんみの慰めの言葉をきかずぱ，
われ死なむ。
　これらの詩の中には，ミソネが歌われたがらも，すでに変愛詩に匹敵する内
容がこめられている。ミンネ，恋愛，いずれもヨーロッパの精神の伝統となる
べきものが，中世の全般にわたって底流となってい私ヨーロヅパにおいて恋
愛とその感情を極度に尊重するのは，人問性に根ざした純粋感情，および持続
的憧摂美がキリスト教的な誠めのもとで陶冶されるからである。はじめは中世
の王侯貴族（騎士）のもつ精神的態度として，ミソネは尊ばれた。やがて一般
市民にもはいってゆき，ついには，僧侶，司祭に至るまで，ミンネの詩を詠み，
ついには人間の恋愛感情を宗教的世界にうつして，その比楡に・よって歌うよう
になる。これが中世後期に発生する「宗教詩」である。この一群を「信仰のミ
ンネ」と呼ぶ。
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（七）信仰のミンネについて
　信仰のミンネはいうまでもなく，世：俗的乃至は人問的なミソネの感清とその
表現をかりて，神と人問の関係，神にたいする人聞の信仰の強さを歌う。した
がって，一切はこの関係のアレゴリアとなる。こういう詩が大胆に歌われ，神
（花婿）にたいする信仰考は花嫁となり，あるいは夫にたいする妻，恋人のご
とくな札もっとも・神学的比楡は父と子であるが，その関係や想いの深さは
無数の表現形態をとる。それゆえ，ミンネがどのように劇しく感覚的に歌われ
ようと，それらはあくまでも，形而上学的な意味と暗楡をともなうのである。
とにかく，具体的に詩作品の実例を一つ一つ検討することにしよう。
　Gralmlm　Si皿3pis
In　dem　begyn
ho　lユbir　sin
ist　ye　das　wort．
o　ryclユer　hort，
do　ye　begyn　begyn　gebar！
o　vater　brust，
平s　der皿ユyt　lust
das　wort　ye　vlos：
doc1＝ユhat　der　schos
das　wort　beha1dyn，bas　ist　war．
　Van　czwein　ein　vlut，
　der　mynnen　gIut，
　der　czweyer　bant，
　den　czwen　bekant，
　vliizet　der　vi1zize　geist
　vil　ebin　g王ich
　lmscheydelich，
　di　drey　syn　eyn：
　WeyStu　WaS～　neyn．
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vs　weys　sich　selber　alIer㎜eyst．
Der　drier　strik
hat　tifen　schrick，
den　selbin　reif
ny　syn　begreif：
1〕ir　iSt　ein　t直fe　Sunder　grunt．
schach　unde　roat
CZit，f01＝Inen，Stat！
der　wunder　rynk
ist　eyn　gesprink，
gar　umbewegit　stet　sin　punt．
Des　puntes　berc
Stig　a口e　WerC，
vorstenlichkeyt！
der　wec　dich　treit
in　eine　wuste　wundirlich，
dy　breit，dy　wit
VmmeSSiC　lit．
dywOstehat
noch　czit　noch　stat，
yrwysedyisきsund舳ch．
Das　wOste　gut
ni　vus　durchwut，
geSCha揃n　Sin
quanユ　ni　do　hin：
vs　is　und　weys　doch　nimant　was．
Yshi，vsda，
VS　Verre，VS皿a，
vs　tif，vs　ho，
VS　iS　alSO，
das　vs　is　weder　dis　noch　das．
Vs　licht，vo　clar，
139
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　　VS　YinSter　gar，
　　vs∀mbenant，
　　vs　Tmbekant，
　　beginnes　vnde　ouch　endis　vri：
　　VS　StilIe　Stat，
　　VS　flOSt　an　Wat：
　　wer　weys　sin　hus？
　der　ge　her　vs．
　vnde　sage∀ns　we！ch　sin　fornle　si．
　Wirt　als　eyn　kint，
　wirt　toup，wirt　blint！
　din　seIbis　icht
　mus　werdin　nicht；
　al　icht，al　nicht　trib　obir　hor，
　la　Stat，la　CZit，
　ouch　bilde　nユit！
　genk　ane　wec
　den　smalen　stec：
　so　kumstu　an　der　wOste　spor．
　O　se工e　myn，
　genk　vs，9ot　in，
　sink　al　myn　icht
　in　gotis　nicht，
　sink　in　di　g1＝undeIose　vlut！
　vli　ich　von　dir，
　du　kumst　czu　mir；
　vσdise　ich　mich，
　sO　vinde　ich　dich：
　o　iibirweseliches　gut．
　　からL粒の詩
始めに理性の上高く，つねに言葉あり，
たえず始めより始めを生む
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豊かなる財宝よ，
たえず喜びをもちて
言葉が澄れいづる
父の胸よ，
しかも胎内に言葉を宿し，
真実なり。
二つより一つの潮
燃えたつミソネ，
二つを認むる二つの紐帯，
甘美の聖霊澄れいで，
全く等しく，
分ちがたL。
三位は一体なり，
なんち知るや，否や，
おおよそは自ら分明なり。
三つの結び目は深き閃めきあり。
ここを理性は把握し得じ
ここに底なき深淵あり，
蒔間，形態，場所にたいする窮極点，
根源は奇蹟の世界，
その中心点は不動にしてゆるがず。
行為せずLて一点の山に登る
真の理解よ，
道はなんぢを涯しなき神秘の荒野へ導く。
荒野に時空なく，
特殊なあり方をなして存在す。
この荒野の善なるものは足によりて遍歴し得ず。
創られL理性はその彼方に到り得ず。
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この荒野は存在す，
されど何たるかはなんびとも知らず。
荒野はごこにあり，そこにあり，
遠くにあり，近くにあり，
深くして高し。
そ矛し｝まカ、くカ、くク）もθ），
またあれこれのものならず。
それは明るく澄み，
全く暗く，名づげがたく，
知ること能わず，始めも終りもなし
静かにして，
おおうものなく渥1れいづる，
たれかその本来のものを知れりや，
そは現われ来りて，いかなる形なるやを
われらに語る。
幼子のごと，鳩のごと，
盲目の人のごとくあれ！
なんち自身のものは無となれ！
一切の有，一切の無を遠くおL戻也
時間をはなれ，空間をはなれ
イ萬像をもはなれよ，
道癒くしてゆけ，
狭き道をゆけ
かくしてなんちは荒野の痕蜘こ至らむ。
おお，わが魂よ，
いでて神に入れ，
一切のわが有は
596
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神の無に沈みゆけ，
底なき流れに沈め！
われなんぢより逃れども，
なんぢはわれに来る，
われ自己を忘れなぱ，
たんぢを見出さむ，
おお，一切超越の善なる存在よ！
　この作品は1300年頃に成立したと諸学者によって推定されている。題名は，
スコラ哲学の註解を書いていた著者が，この詩を書きつげたのちに，名づけた
もので，いくつかあがっている諺風の文体を，ここでは神秘主義的意味に用い
ている。若きマイスターニックハルトもこのような詩を多く読んでいたのでは
ないかと想像される。エックハルト自身も神秘思想の展開をするとき・こうい
った文体表現を用いているからである。
　つぎにヨハソネスタウラー（JOha㎜es　Tauler）の宗教詩の一例をあげ乱
Es　kumpt　ein　schi妊geladen
recht　v任sin　h6chstes　port，
es　l〕ringt　vns　den　sune　des　vatters，
das　ewig　wore　wort．
Vff　ainem　stillen　wage
kumpt　vns　das　sch岨elin，
es　bringt　vns　riche　gabe，
die　heren　kiinigin．
Maria，du　ed1er　rose，
aller　s室Iden　ain　zwy，
du　schδner　zitenlose，
mach　vns　von　s伽den　fry．
Das　schi田in　das　gat　sti1le
und　bri口gt　vns　richen　last，
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　der　segel　ist　die　Ininne
　der　hai1ig　gaist　def　Inast・
船縁に高く荷を積みて
船来る。
そは永遠の真理の言葉
父なる子をわれらに連れきたる，
小さき船が静かなる水の面を
すべりてわれらのもとに来る，
そはわれらに豊かなる恵みをもたらす，
聖なる女王よ，
マリアよ，なんぢ高貴の蓄薇，
すべての恵みの挿し枝，
美しきサフラソなり，
われらを罪より解き放ち給え。
小さき船は静かにすすみ
われらに豊かなる荷をもたらす，
ミソネは帆，
聖霊は楮頭なり。
　…ハソネスタウラー（1300－1361）はシュトラスブルグ出のドミニコ派の修
遣士でエックハルト派の神秘主義者であ乱彼は種々の民族詩の詩形をかりて
宗教詩を書いたとつたえる。商人の「船」（ein　schiff）の比楡は，ソロそソの歳
言のrまた商人の船のごとく，遠き国より食糧を運びきたる」（31／14）にもと
づいており，r良き母」をマリアの讃美にかりたのである。「美しきサフラン」
（SChδne・ZitenlOSe）はかならずしもサフランだげを指すのではなく・水仙やキ
タムスなどをもいうらしい。
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　中世の詩人は男性が多いが，神秘主義の詩人には修道女が登場する。つぎに
あげるメヒティルトフォンマグデブルグ（MechthiIdvonMagdeburg）は，1207
年頃低部ザクセソに生れ，マグデブルクにおいて1250年頃まで祈り，瞑想の禁欲
生活をつづけ，1282年，ヘルフタ（He1fta）シトー派修道院で残したと伝える。
ドミニコ派の修道士ハインリッヒフォソハレ（Heinrich　von　Halle）によって
集成編纂された遺作はr神の濫るる光」（Das　nieBende　Licht　de・Gottheit）と呼
ぱれている。強いてメヒティルトの先駆者をあげれば，本稿の最初にあげた聖
トルドベルター（St．T・udperter）の「婚姻歌」（Hohen1ied）である。メヒティル
トは祈りと瞑想の生活の中に生れた詩を折にふれて書きとどめていたらしい。
Sweme　ich　schine　so　muost　du　lOhten，
swenne　ich　vliisse，so　muost　du　wuethen，
swen　du　siifzest，so　zOhest　du　min
gδtlich　herze　in　dich．
sweme　du　weinest　na　mir，so　nim
ich　dich　an　den　aren　min；
swenne　du　aber　minnest，
so　werden　wir　zwδi　ein，
und　wenne　wir　zwOi　alsust　eines　sin，
so　mag　da　miemer　geschehen　scheiden，
mere　ein　wonenkIich　beiten　wonet
zwOschent　uns　beiden．
herre，so　beit　ich　deme　mit　hunger
und　正nit　durste，
mit　jagen　und　mit　luste，
vnz　an　die　spilenden　stunde
das　us　dinem　g6tlichen　munde
vliessen　die　erwelten　wort，
die　von　mieman　sin　gehort，
mere　von　der　sele　alleine，
die　sich　von　der　erde　enkleidet
md　Ieit　ir　ore　fOr　dinen　munt一
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　ja　die　begri舐et　der　minne　funt．
わが輝くとき，なんぢ照りいでむ，
われ流るるとき，なんぢ波騒がむ
なんぢ息づくとき，わが神的在る心をなんちの中にひき入れむ
なんぢがわれを億いて涙するとき，
われはなんぢを腕にいだかむ。
されどなんぢが愛するとき，
われら二人は一つとならむ，
われら二人が一つとならぱ，
もはや再び別るることあらじ，
のみならず，われら二人の間には
喜びにみてる待望宿るなり。
主よ，かくわれは飢えと渇きもて待ち望む，
忙がしく喜びをもち輝く時まで待ち望む。
そのとき，なんぢの輝く口より
よき言葉澄れいづ。
そはいかなる耳にも入ることなL，
ただ大地より裸となりし
魂にのみ入らむ，
なんじの口にその耳をあつ一
しかり，かかる魂のみがミソネの出来事を把握するなり。
　世俗の宮廷の騎士が秘かに心の中に自己のミソネの相手をえらび，これにか
わらぬ忠誠を誓うように，神にたいし人間はその存在のすべてをあげて赤裸々
になってミンネの中に生きようとする。このようにミンネは今や愛の崇高形体
として宗教的にも倫理的にも尊重されるようになった。神との共感の体験は，
かなり生々しく感覚的な表現をとり，情熱的に告白される。
　0du　bremender　berg，o　du　userwe1te　sunne！
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o　du　voI1er　mane，o　du瓢undeloser　brunne！
o　du　unreichhaftiu　h6hi，o　du　klarheit　ane　maBe！
o　wisheit　ane　gwnt！
o　barmherzikeit　ane　hindermge！
o　sterki　ane　widersatzu皿ge！
0CrOneallereren！
doch　lobet　der　minste，den　du　je　geschue任e！
おお　なんち燃ゆる山よ，
おお　なんぢ選ぱれし太陽よ，
おお　なんぢ円かなる月よ，
おお　なんぢ底なき泉よ，
おお　なんぢ到り得ぬ高みよ，
おお　たんぢ際限なき明澄よ，
おお　理由なき知恵よ，
おお　限界なきあわれみよ，
おお　対立たき強き力よ，
おお　すべての栄光の王冠よ，
なんぢが創りしいと小さき老なんぢを讃美すo
Du　solt　minnen　das　niht，
du　solt　vliehen　das　iht，
du　solt　a11eine　stan
und　solt　zuo　ni1nan　gan．
Du　solt　sere　unmuessig　sin
und　von　a11en　dingen　wesen　vri．
du　solt　die　gevangenen　enbinden
und　die　vrien　twingen．
du　solt　die　siechen　laben
und　solt　doch　selbe　nit　haben．
du　solt　das　wasser　der　pine　trinken
und　das地r　der　mime　mit　dem　holtz
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　der　tugeude　entz亡nden，
　SO　WOneSt　du　in　der　Waren　W亡Stenunge．
この詩には「荒野は12のものをもつ」という仮題が後についている。おそら
く編者ハイソリッヒがつけたものであろう。〔第1集35〕
恋んぢは無を愛せよ
なんぢは自我を逃れよ、
なんちはただひとりとなり，
いかなるもののもとにもゆくべからず。
なんちは休みなくつとむべし，
しかLて一切のものより自由なれ，
なんぢは囚われを解き放ち，
自由を制禦せよ，
なんぢは病める人を元気づげ，
しかも自ら病いをもつべからず，
なんぢは苦痛の水を飲み
徳の薪もてミ：■ネの火を燃やすべし，
かくて真の荒野に棲まわむ。
　r真の荒野」（W・・。n　W亡SteWunge）は神秘主義においては，神の国を表わす暗
楡である。「無」（niht）はけっして空虚ではなく，無隈の創造力を秘めたものを
意味することに注目したい。r無」はr荒野」「聖なるもの」と同一である。
Swelch　mensche　wird　ze　einer　stunt
von　warer　minne　reht　wunt，
der　wird　niemerme　wol　gesunt，
er　enkOsse　no　denseIben　munt，
von　dem　sin　se1ist　worden　wunt．
一度，真のミソネに傷をうけし人は，
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　再び健かになることなし。
　彼の魂が傷つげられしかの口に
　口づけするにあらざれぱ。
　ミソネの特質を宗教帥こ易咄し，神と人間の関係の依復をはかる。それはた
んなる理論的理解ではなく，やはりミスティックな情熱が必要なのである。
　　Were　alle　die　we1t　min
　　und　were　si　l口ter　guldin，
　und　soIte　ich　hie　nach　wunsche　eweklich　sin
　die　anerede］ste，die　al1erschδneste，
　die　allerricheste　keyserin，
　daSWere㎜iriemerVnmere，
　alSO　Vi1gern
　sehe　ich　jesum　chris血m　minen　I｛eben　herren
　in　siner　hi固elschen　ere．
　prδefent　was　si　Iide口，die　sin　laI1ge　beiten．
仮題rミ：■ネの魂はその主に語る」と附いている写本もある。
もし世界が全くわれのみのものにして，
純金なりとしても，
また高貴にして美しくゆたかなる
女皇としてここに永久に心のままにありとしても，
おれはたえずそれを矛盾と見なさむ，
それゆえ，わが愛する主イユスキリストを
天の栄光の中に見るを好む。
長き間イエスなLにすごせしものらが
何を悩みしかを見きわめむ。
　Ich　bin　in　dir　und　du　bist　in　nユir，
　Wir㎜09en　nit　naher　Sin，
　wan　wir　zwei　sint　in　ein　geflossen
　und　sint　in　ein　forme　gegossen，
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　also　su1帥wir　bliben　eweclich　unTerdrossen．
われはなんぢの中に，たんぢはわが中にあり，
われら互いに近づくことを得ず，
何となれぱわれらは互いに一つのなかに濫れ．
一つの形の中に注ぎ，
永遠に倦むことなけれぼなり。
　メヒティルトの宗教詩の中には，r魂」（Sele）とrミソネ」（mi㎜e），r神」
（gOt），「心」（Si㎜e）などとのさまざまの対話をたしている作品が多い。ミソ
ネの詩だけが中世の詩ではない，格言詩も牧歌詩，舞踏詩も，英雄講詩もある。
しかし，中世の貴女崇拝，マリア信仰，ミスティックなどを遼じて・魂のひそ
かなあり方が予感され，次第に絶対の精神的価値となっていった。
　宮廷騎士のミソネが宗教的な内容をコントラフアクトール（Kont・afaktur）
によって表現し，ついには絶対的な愛の価値を見出していったように，後の宗
教詩，とくに一ミスティックは，宮廷や世俗化されたミソネを暗楡とし，類比と
して再び宗教意識，人格的な宗教感情を表現するようにな糺それゆえ・ミス
ティックのミソネの詩も，ミンネザソグと同じように，神と人問の関係として
つねに憧僚される。r人間の心の根底には神と被造物が出会うということ，神
的愛と人間的愛が関係を断つことではなく，ただ一つの愛のみがあり得ること
という信仰があった」（Max　Werli）ということはいえるのではないかとおもわ
れる。これは宗教的なミスティックの側も，騎士道の戒律・捷を厳しく守る騎
士の側にとっても同じである。r高まりゆく憧れ」，r膝まづく謙虚」，r溢れる
ミンネ」「この3つのものが魂を神の前にいざなうのである」（7／34）とメヒ
ティルトがのべているごとき感情が，ほぽ中世に生きた人々のもつ生活であっ
たとおもわれるo
　さらに，中世の人々を感奮させた叙事詩，とくに英嬢詩とミンネの関係は重
要なテーマの一つであり，また格言詩とか一般民俗詩との問題も考慮しなけれ
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ばならない。しかも，rミソネザソグ」そのものもまだ取り上げるべき主題が
のこっている。中世に輩出するミスティックの思想家とともに，拝情詩以外の
絵画，彫刻との相互関係をも考察しなければならない。すでに予定の紙数もつ
きたので，改めて多くの問題点を具体的に論証したいとおもう。〔未完〕
　〔参考文献〕Die　Minnesinger　in　Bildem　der　Manessischen　Handschrift；Deutsche
　　Dichtung　des　Mittela1ters，Deutsche　Lyrik　des　MittelaIters；Deutscher　Minne－
　　sang；Deutsche　Mystiker　I，II。
605
